
 
 

 



プランの策定に当たって 

 

 日本の人口は，少子高齢化によって予想よりも早く減少へと転じており，各地

域とも観光などの人々の流動策を地域の活性化の切り札として施策を進めていく

必要があります。 

 折しも，国では内需拡大など経済的側面から，日本人の海外旅行者の３分の１

に過ぎない訪日外国人旅行者の誘致を促進するため，「２０１０年までに１００

０万人の訪日外国人誘致」を目標に掲げ，ビジット・ジャパン・キャンペーンを

積極的に展開しています。 

 私は，ふるさと宮城県を観光で元気にしたいと考えています。観光は，第１次

産業から第３次産業まですそ野の広い総合産業の一つで，その経済効果も大きいものがあります。宮城

県の観光事業をはじめ各種産業が活性化され経済が豊かになることにより，福祉・教育・環境などの県

民生活にも波及していくものと考えます。そのような宮城県を県民の皆さんとともに創りあげたい，そ

れが私の富県づくりへの想いであり，また，今回のみやぎ観光戦略プラン策定の基本でもあります。 

 さて，人々が観光に期待するものも，一人十色と言われております。観光振興策に万能薬はありませ

ん。まさに社会のトレンドを反映するものです。 

そこで，情報を強力に発信し，県外からの誘客を促進するため，平成２０年に全国大型観光宣伝事業

「仙台・宮城デスティネーションキャンペーン」という大きな呼び水，きっかけの装置を準備しました。

このキャンペーンの成功の鍵はなんと言っても，各々の地域づくりの実践や磨き上げであり，県民挙げ

ての温かいおもてなしなど地道な取組を継続することです。 

そればかりではなく，この機会に県民の皆さん自身も県内を旅していただきたい。幼いころ，両親と

訪れた川面や山並みの風景，恋人や夫婦で訪れた名勝や旧跡，あるいは旅先での厚い人情の記憶なども

う一度訪れたいという旅への想いにかき立てられたことはありませんか。そうした思い出とともに県内

の地域を再び訪れてください。当時とは違った趣をそれぞれの地域で感じ取ることができると思いま

す。このような県内での旅や交流を皆さん自らが体験して，県外からの来訪者に様々な物語として伝え

ていく，そのことが宮城県の地域力を高める一助になると考えています。 

 今回のプランでは，３つの戦略プロジェクトに１８の戦略事業を掲げ，仙台・宮城デスティネーショ

ンキャンペーンという広報宣伝事業を柱に据えて，地域の受入態勢の整備と推進組織の仕組みづくりを

重点的に進めてまいります。そして，デスティネーションキャンペーン終了後も継続して観光事業が隆

盛できる体制づくりを行い，「地域が潤う，訪れてよしの観光王国みやぎ」の実現を目指していきます。 

 プランの実行に当たっては，県も役割を十分に発揮していくものの，私はプランの目標達成のため，

観光事業者や観光関連団体だけでなく，市町村や県民の皆様がそれぞれ自主的に取り組むことを大いに

期待しています。共に頑張りましょう。 

 最後に，プランの策定に当たって，みやぎ観光戦略プラン懇話会の高橋座長，志賀副座長をはじめ懇

話会委員の皆様や，前宮城県政策顧問の(株)ジェイティービー常務清水様など多くの皆さんから御指導

いただき感謝申し上げます。また，お忙しい中，コラムを執筆いただいた皆様，パブリックコメントを

お寄せいただいた皆様に厚く御礼申し上げます。 
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低い（少ない）情報発信

「地域の魅力」の未活用

観光がもたらす効果への認識不足

「地域でもてなす」意識の不足

少子高齢社会の加速

団塊の世代の動向

旅行形態の変化

地域間競争の時代

本県観光の直面する課題
本県観光の直面する課題

交流と発信によるみやぎの活性化交流と発信によるみやぎの活性化

東北の起点としての役割東北の起点としての役割

みやぎ各地域の魅力の活用みやぎ各地域の魅力の活用

みやぎの観光に求められる視点
みやぎの観光に求められる視点

観光を新機軸とする
県土づくり

○県民生活の向上（富県）
○「訪れてよし」の観光地づくり

計画期間
計画期間

平成１９年度から２２年度まで
　観光立県行動計画策定以降の新たな要因，例えば，少子高齢社会への対応や「団塊の
世代」の大量退職等，今後の観光施策へ影響を及ぼす社会情勢への変化に対応するため，
短期間のプランとします。

平成１９年度から２２年度まで
　観光立県行動計画策定以降の新たな要因，例えば，少子高齢社会への対応や「団塊の
世代」の大量退職等，今後の観光施策へ影響を及ぼす社会情勢への変化に対応するため，
短期間のプランとします。

みやぎのやさしい人づくり
・ホスピタリティ向上への取組強化
・観光理解啓発
・地元食材によるもてなし，観光地美
化運動等ホスピタリティをはぐくむ施
策展開

みやぎのやさしい観光地づくり
・案内板・サインや標識等を重点整備
・観光地のユニバーサルデザイン化
・二次交通アクセス等観光地間移動
の利便性向上

みやぎの地域資源向上
・みやぎの観光総点検・広域観光ルー
トの整備の実施
・滞在・体験型観光の発掘・整備
・観光産業関連事業者等へのサポート

　住んでいる地域の魅力を認識し，その良さを伝えることができる人
材育成，観光地としての価値向上により「地域全体でもてなす観光地
づくり」を進め，みやぎを総合的に磨き上げます。

みやぎの魅力創出プロジェクト（９事業）みやぎの魅力創出プロジェクト（９事業）

　みやぎを訪れる人や旅行エージェント等に対して，海・山・温泉・食
・歴史や文化等に関する情報を効果的に発信し，誘客手法の選択と
集中によって観光地みやぎに人を呼び込みます。

みやぎ誘客ピンポイント対応
・関東圏・団塊の世代・東アジ
アへの誘客強化
・「東北・みやぎ」への誘客
・県内の地域間交流の促進

みやぎのイメージづくり
・インターネット等を活
用した情報発信

★関東圏誘客促進事業
・首都圏県産品販売等拠点施設運営事業
★みやぎおいしい「食」ブランド化戦略
推進事業

★みやぎ観光ホスピタリティ向上推進事業
★外国人観光客安心サポート事業
★みやぎ観光理解啓発事業
　（観光教育副読本作成・活用）
★ 仙台･宮城DC受入施設整備事業

　官民の連携強化や地域力を高める県内組織の充実，東北６県な
どの広域連携の体系化など観光産業の振興を推進する体制づくりを
行い，観光地みやぎの組織体制を整えます。

みやぎの地域力向上組織構築
・県組織体制の整備
・官民の主体的な地域力向上に関
する組織づくりの強化推進・支援

みやぎ東北ぐるっと連携
・東北各県の広域連携をテーマや
目的別に体系化・再構築
・東北各県等広域的な組織づくりを
推進

★全国大型観光キャンペーン宮城県実施推進
　本部整備事業（県組織体制の整備）
★みやぎ大型観光キャンペーン推進組織整備
　事業（観光連盟の強化）
★みやぎ発東北観光体制整備事業
☆仙台・宮城ＤＣ推進事業（再掲）

各主体の役割分担
各主体がその担い手としての力を
十分に発揮

・食材王国みやぎ総合推進事業
　（みやぎの外食産業支援事業）

★みやぎ滞在・周遊型観光資源発掘事業
★みやぎの景観形成事業
・自然環境保全対策事業
・みやぎグリーン･ツーリズム推進協議会
　活動支援事業

イベント・コンベンション
の誘致
・イベント・コンベンショ
ンの誘致

みやぎの連携・組織づくりプロジェクト（３事業）
・みやぎの水産物トップブランド形成事業
・食材王国みやぎ総合推進事業
　（「食材王国みやぎ」フェア開催事業）
★仙台・宮城DC推進事業

プランの推進体制
プランの推進体制

　みやぎ観光戦略プランの実効性を高めるため，

みやぎ観光戦略プロジェクトチームを編成
し，戦略事業の実施状況の検証や，広域ルートの商
品づくりや観光資源の磨き上げなど地域での取組に
継続的に参画して，観光戦略プランの効果を高めて
いきます。

みやぎ観光戦略プラン（概要）みやぎ観光戦略プラン（概要）

－「地域が潤う，訪れてよしの観光王国みやぎの実現」を目指して－

みやぎの情報発信・誘客プロジェクト（６事業）

外的要因 内的要因

　観光客を増加させ，滞在時間を長くすることにより，観光による消費を増やし，経済効果
を高めることを数値目標とします。

■数値目標
　　　　　　　　　　　　　　　H１７年　　　　　　　　　H２２年

　観光客入込数　　５４，４０８千人　　⇒　　６０，０００千人
　宿泊観光客数　　　７，９１８千人　　⇒　　１０，０００千人
　観光消費額　　　 ５，２８４億円　　⇒　　　６，０００億円

　経済波及効果　　　９，１３２億円　　⇒　　　　　　１　兆円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　観光客を増加させ，滞在時間を長くすることにより，観光による消費を増やし，経済効果
を高めることを数値目標とします。

■数値目標
　　　　　　　　　　　　　　　H１７年　　　　　　　　　H２２年

　観光客入込数　　５４，４０８千人　　⇒　　６０，０００千人
　宿泊観光客数　　　７，９１８千人　　⇒　　１０，０００千人
　観光消費額　　　 ５，２８４億円　　⇒　　　６，０００億円

　経済波及効果　　　９，１３２億円　　⇒　　　　　　１　兆円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

プランの目標プランの目標

■実行目標
　みやぎ観光戦略プランの
実効性を高めるため，戦略
事業の着手率を実行目標と
します。
　戦略事業の着手率
　　　　　　８　割

★　３つの戦略プロジェクト
　　　　　と

★　１８の戦略事業！！

★　３つの戦略プロジェクト
　　　　　と

★　１８の戦略事業！！

「★」印は，計画期間内の新規事業



－ 1 － 

１ はじめに                              

(1) 策定の趣旨 

① 概 要 

宮城県では，平成 10 年 3 月に「宮城県観光立県行動計画」（計画期間：平成 10

年度から 19 年度までの 10 年間）を策定しました。 

この間，平成 13 年に「新世紀・みやぎ国体」，また，平成 14 年に「2002FIFA

ワールドカップ」が開催されるなど，「みやぎ」の知名度を高めることができまし

た。同時に，「観光地づくりは地域づくり」との認識から，地域（観光）資源の掘

り起こしや受入態勢の整備などに努めているところです。 

なお，平成 11 年度には，政策評価指標として観光客入込数を目標値 5,500 万人

（平成 22 年）と設定し，おおむね順調に推移してきています。 

② 新たに考慮すべき要因 

上記の行動計画策定以降，全国的には，少子高齢社会への対応や，いわゆる「団

塊の世代」の大量退職時代の到来，また，県内においては，仙台空港アクセス鉄

道の整備・活用等，今後の本県観光施策に多大な影響を及ぼす社会情勢の変化が

訪れます。 

また，人口減少時代を迎え，域内（県内），隣県から関東圏・関西圏といった国

内交流の増大にとどまらず，昨今の東アジアの経済成長に伴う富裕層の取り込み

を視野に入れた観光施策の展開が求められています。 

③ 問題点等 

県内においては，日帰り客に比して経済波及効果の高い宿泊者数は，平成３年

をピークに，横ばいの状況であり，これを増加させることが富県の礎と考えてい

ます。 

このため，県では，「地域経済への波及効果が高く，グローバル時代での成長分

野でもある観光産業」を戦略産業として平成 18 年度「政策方針」の中に位置付け

たところです。 
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④ 戦略プランの必要性 

宮城県のみならず東北各県への観光産業の振興に際し，本県には高速交通イン

フラ※1 を活用しながら，各県各地域と連携し，観光地としての魅力を相乗的に発

揮し，発信する役割を担うことが期待されています。 

また，平成 20 年（10 月から 12 月）には，官民一体となった大型観光キャンペ

ーン「デスティネーションキャンペーン※２」が本県単独では初めて開催されるな

ど，観光振興を図る上で絶好の機会が到来しています。 

こうした社会情勢に対応し，観光振興の新たな仕組みづくりを進めるため，「み

やぎ観光戦略プラン」を策定し，経済効果はもとより，誰もが地域に誇りと愛着

を持てるような地域づくりを進める「地域力」，地域へ観光客を引き寄せる「観

光力」の向上を目指していきます。 

 
※１ 社会的経済基盤と社会的生産基盤とを形成するものの総称 
※２ Ｐ.36 参照 

 

 (2) プランの位置付け 

「みやぎ観光戦略プラン」は，平成 18 年度の政策方針の具体化であり，また，「宮

城の将来ビジョン」及び「みやぎ産業振興ビジョン」等の個別計画として位置付けら

れます。 

今回のプランは，情勢変化に即応すべく，短期間（４年）で，かつ，対象を絞って

計画を実現するために策定するものです。 
 

(3) プランの目指す姿 

このプランでは，県民生活を向上させる「富県共創」の一環として「何度でも訪れ

たくなる観光地みやぎ」を実現するため，「地域が潤う，訪れてよしの観光王国みや

ぎ」のスローガンの下，観光を新機軸とする県土づくりに着手していくものです。 
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２ プランの目標と計画期間                       

(1) プランの目標 

プランは，①観光客入込数・宿泊客数・経済波及効果等の数値目標と②戦略事業の

着手率を示す実行目標の２つの事項を目標として設定します。 
 

① 数値目標 

観光客を増加させ，滞在時間を長くすることにより，観光による消費を増やし，

経済効果を高めることを数値目標とします。 
 H１７年 H２２年 

観 光 客 入 込 数 ５４，４０８千人 ６０，０００千人

宿 泊 観 光 客 数 ７，９１８千人 １０，０００千人

観 光 消 費 額 ５，２８４億円 ６，０００億円

経 済 波 及 効 果 ９，１３２億円
１０，０００億円

    （１兆円） 
 

② 実行目標 

みやぎ観光戦略プランの実効性を高めるため，戦略事業の着手率を実行目標と

します。 

戦 略 事 業 の 着 手 率 ８ 割 

 
 

 (2) 計画期間 

この計画の対象期間は，平成 19 年度を初年度とし，平成 22 年度を目標年度とし

ます。 
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３ 本県観光の直面する課題                       

Ⅰ 外的要因（観光を取り巻く環境の変化） 

(1) 少子高齢社会の加速 

都道府県別将来推計人口（国立社会保障・人口問題研究所：平成 14 年）によれば，

宮城県の人口は，平成 25 年にピークを迎える推計でありましたが，既にその推計よ

り早く，平成 17 年には人口減少に転じています。全国的にも少子化は加速し，出生

率も着実に減少してきています。 

年齢別構成比推移（宮城県）においても，60 歳以上の構成率は，1995 年（平成 7

年）に 20.4％（全国 20.5％）であったものが，約 20 年後の 2015 年（平成 27 年）に

は 29.3％（全国 31.8％）と，全国に比較すればやや低いものの，全体の約 3 割を占め

ることが推計され，ここ数年の出生率の低下をあわせ考慮すれば，更なる少子高齢社

会への加速が予想されます（図表１～５）。 

また，これからの高齢者は，生涯学習への関心の高さやパソコン等情報通信の高度

化等への適応力の強さもあり，また，大学等で講義を受けることへの関心も高い傾向

があります。（高齢社会対策の推進の基本的在り方について H13／内閣府） 

こうした状況を踏まえ，元気な高齢者のニーズを的確に把握し，施策展開していく

必要があります。 
 図表１  

出典：総務省統計局(H14)

人口ピラミッド 
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推計人口（年齢層別人口推移：宮城県）
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出典: 推計人口（H14：国立社会保障・
　　　　人口問題研究所）

単位：千人

図表 3 

推計人口（年齢別人口推移：全国）
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出典: 推計人口（H14：国立社会保障・
　　　　人口問題研究所）

単位：千人

図表 2 
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人口推計（年齢別構成比推移：全国）
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出典: 推計人口（H14：国立社会保障・
　　　　人口問題研究所）

人口推計（年齢別構成比推移：宮城県）

24.5%
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出典: 推計人口（H14：国立社会保障・
　　　　人口問題研究所）

図表４ 

図表５ 
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卒業年次別　東北から首都圏への就職者数（中・高卒）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

高校生 17,174 18,372 16,950 15,529 19,050 20,329 20,835 22,759 21,499 20,186 24,725 30,684 32,338 33,988 34,214 33,628 36,346 35,496 32,978 29,109 27,393

中学生 23,916 26,758 26,420 26,084 27,972 24,069 18,670 31,967 34,670 31,206 30,559 25,166 21,308 19,074 15,055 12,435 10,603 8,484 6,484 5,094 3,590

合計（中・高生） 41,090 45,130 43,370 41,613 47,022 44,398 39,505 54,726 56,169 51,392 55,284 55,850 53,646 53,062 49,269 46,063 46,949 43,980 39,462 34,203 30,983

1955 1956 1957 1958 1959 1960 1961 1962 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975

単位：人

首都圏への就職者計

中卒者
首都圏就職数

高卒者
首都圏就職数

出典: 学校基本調査

 (2) 団塊の世代の動向 

経済的にも時間的にも余裕のある「団塊の世代」の退職に伴い，「アクティブシニ

ア」とか「スマートシニア」と呼ばれる元気高齢者の層が今後増加することが予想

されています。 

民間調査機関が実施した「60 歳を過ぎてからの人生で，やってみたいこと」では，

「国内外の旅行」が 68.4％と一番高く，「自然散策，ハイキング，まち歩き」や「田

舎暮らし，都会暮らしの行き来」等へのニーズも高い傾向にあります。 

また，「団塊の世代」の行動形態が地域にもたらす経済効果が注目されており，多

様化する旅行スタイルやニーズに対応した施策が求められています（図表６～７）。 
 
【参考】 

「団塊の世代」が就職した時期を含む’55～’70 年の間に東北６県から首都圏へ就職した人数は，下

図に示したとおりで，約 77 万人超となっている。東北出身者の UJ ターンはもとより，他地域から

の I ターンも視野に入れて滞在型の施策展開を図っていく必要がある。 
 

図表６ 
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60 歳を過ぎてからの人生で，やってみたいこと 
（団塊の世代のセカンドライフに関するアンケート結果） 

 
出典：株式会社野村総合研究所（’05.11.18 ニュースリリース）  

 

(3) 旅行形態の変化 

従来の団体旅行からオリジナリティのある個人旅行へ，高速交通体系の整備等に

よる日帰り旅行の増加，見る観光から触れる観光へ，「学ぶ」・「体験」・「癒
いや

し」等へ

の指向により，有名観光地巡りから歴史探訪やそばづくり等，テーマ性・体験型を

組み込んだ旅行需要の増加など，旅行者のニーズは大きく変化してきています。 

宮城県を訪れる観光客の傾向として，同行者別類型では，大人の親子連れ・子育

て後の夫婦・カップル・男性一人（ビジネス客を含む）等が全国平均に比べて多い

一方で，小学生連れ・３世代家族旅行等は少ない傾向にあります（図表８～13）。 

このような旅行形態や旅行者ニーズの特徴を的確にとらえて対応していくこと

が重要です。 
 

図表７ 
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旅行形態別宿泊者数シェア推移
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同行人数別宿泊人数シェアの推移（学生団体を除く）
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図表８ 

図表９ 
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旅行先（都道府県）別の同行者タイプシェア
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旅行先での交通手段シェア（宮城県）
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図表 10 

図表 11 
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心の豊かさか物質的豊かさか

出典：内閣府「国民生活に関する世論調査」（H14） 

観光客の年齢構成の推移
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１９歳以下 ２０～３０歳台 ４０～５０歳台 ６０歳以上

図表 12 

図表 13 
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(4) 地域間競争の時代 

交流人口の拡大は，地域経済の発展や異文化交流，地域の再発見等，地域にも

たらす効果が大きいと考えられています。 

少子高齢社会にあって，人口増加施策の展開は極めて困難です。しかし，二地

域居住（マルチハビテーション※１・週末居住等）や移住・定住を促進することに

よる地域活性化など代替的な施策が求められており，交流人口の拡大施策について

は，地域同士が競い合う「地域間競争」の時代となってきています（図表 14）。 

他方，「旅行者に県境はない」ことを考慮すれば，まず，宮城県のみならず東北

全体へ訪れる観光客を増やすことが重要であり，いたずらに観光客の奪い合いをす

ることは東北の観光に関するイメージを損なう可能性もあります。よって，東北６

県や近県が一体となってのプロモーション活

動や観光資源の提示など，更なる連携が必要

です。 

宮城県は，高速道路・新幹線・仙台空港・

仙台港が整備されており，また，平成 19 年 3

月には仙台空港アクセス鉄道が開業する見込

みであるなど，東北地方における高速交通体系のゲートウエイ※2機能を十分に備え

ています。 

このため，宮城県の役割として，他県と

協働して受入態勢整備や県境を越えた広域

連携を働き掛けるなど，東北全体を視野に入

れた取組を先頭に立って実施していくこと

が求められています。 

さらに，行政間の組織づくりへの積極的な関与はもとより，官民の協働組織や

地域間の連携づくり等の体制の整備や役割分担を明確にすることも必要です。 

 
※１ 都市と田舎など複数の住まいを確保し，必要に応じて住み分けること。 
※２ 門，出入り口。ここでは，東北から他都市へ，又は他都市から東北への移動の玄関口であるこ

とを意味する。 

仙台空港アクセス鉄道車両 

仙台空港アクセス鉄道イメージ 
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一ヶ月以内な
ら

21%

一週間以内
31%

二～三日遊
びに行く程度

19%

行きたくない
1%

 
 

首都圏在住者へのアンケート

出典：宮城県東京事務所（H17）

図表 14 
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Ⅱ 内的要因（本県の現状と課題） 

(1) 低い（少ない）情報発信 

観光資源（素材）は豊富だが，その魅力が効果的に情報発信されていない 

観光振興において，情報の果たす役割は極めて大きいものがあります。 

平成 16 年におけるインターネット利用者は，7,948 万人（情報通信白書：平成 16

年）と推計され，インターネットを通じての観光情報の収集や宿泊予約が急速に伸び

ています。今後，パソコンのみならず携帯電話の普及・高度化やカーナビゲーション

等の多様な高度情報通信機器を活用した情報収集傾向は，一層強まるものと考えられ

ます（図表 15・16）。 

宮城県は，東に太平洋，西に奥羽山脈が連なり，海・山・川・里の豊かな自然に恵

まれ，日本三景の松島，百万都市仙台，「お釜」で有名な蔵王，ふもとには鳴子・作

並・秋保等の温泉郷を有しています。また，高級食材のフカヒレ，名物の牛タン，サ

ンマや牡蠣等の豊富な海産物や宮城米など多くの食材があり，まさに「食材王国みや

ぎ」といえます。さらに，温かみのある人，伊達政宗公や松尾芭蕉など歴史や文化に

おける豊かな資源も有しています。 

県では，「スマイルあったか宮城観光案内所」の活用を図るとともに，イベントや

地域資源のメディアへの観光情報提供等を実施しています。 

しかし，歴史や文化に特化した内容・テーマや，団塊の世代を含むシニア層を対象

とするなどのカテゴリー※１を踏まえた情報発信は未実施であり，外国人観光客への

「i 案内所※2」なども十分ではありません。今後，旅行者ニーズに対応した地域の魅

力を伝える情報発信を効果的に行う必要があります。 
 
※１ 種類，範囲 
※２ 外国人旅行者の対応可能な観光案内所のうち，一定の基準を満たしている案内所 
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インターネット利用人口及び人口普及率

4,708

5,593

6,942

7,9487,730

37.1

44.0

54.5

60.6
62.3

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

万人
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％

インターネット利用人口

人口普及率

出典：情報通信白書（平成１６年度）

 
 
 

情報メディア別の情報収集用途（複数回答）

62.9

67.4

61.6

65.1

88.6
80.3

73.3

0
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20

30

40
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60

70

80

90
ニュース

仕事の情報

勉強の情報

趣味や遊びの情報旅行やお店の情報

生活情報

健康情報

インターネット

テレビ

新聞

雑誌・書籍

出典：情報通信白書（平成１６年度）

図表 15 

図表 16 

単位：％ 
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(2) 「地域で もてなす」意識の不足 

「住んでいる地域に誇りを持ち，訪れる人に地域の良さを伝え，もて

なす」という意識が不足している 

交流人口の増加がもたらす効果を把握し，その恩恵を享受することが，これから

の地域づくりや観光地づくりを進める上で不可欠なことです。 

地域の活力は，地域に住んでいる人はもとより，観光等の目的を持って訪れる人々

との交流によって，生み出されるものです。 

国の観光立国行動計画では「住んでよし，訪れてよしの国づくり」を提唱しており，

まず，自らの地域を再認識し，誇りを持ち，訪れる人に地域の良さを伝えるなど「地

域でもてなす」ことが必要であり，「また行こう」，「また行きたい」と思ってもらう

ことが重要です。 

しかし，他の地域の人から見れば魅力的なもの（資源）でも，地元では気付かずに

「もてなすものがない（魅力がない）」と考えている場合も少なくありません。 

地域全体で観光客を「もてなす」ためには，自らの地域に関する新たな着想をいか

に生み出していくかが今後の大きな課題です。 
 

 (3) 観光がもたらす効果への認識不足 

観光がもたらす効果（経済効果・異文化交流等）はすそ野が広く，か

つ，大きいが，そのことが十分理解されていない 

国の調査研究によれば，旅行消費が生み出す雇用者数は，全国で 469 万人と推計

され，直接雇用効果が全雇用の 3.6％（229 万人），生産波及効果や付加価値効果が

もたらす雇用効果と併せ，全雇用の 7.4％に相当するとされています。 

また，税収効果においても旅行消費によって国税・地方税を合わせ 5.0 兆円と試算

されています（図表 17・18）。 
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旅行・観光産業の波及効果推計の流れ 

「旅行・観光消費動向調査」調査結果

支出費目別消費額

産業部門別消費額

（購入者価格）

産業部門別消費額

（生産者価格）

パック・団体旅行参加費の宿

泊費，交通費等への配分

「生産者価格評価表」を

用いた産業連関表分析

経済波及効果

直接効果 生産波及効果

雇用効果 税収効果 付加価値効果

産業連関表の「雇用

係数」を乗じて推計 個人・法人直接税，間接税の

実効税率を乗じて推計

産業連関表の「付加価

値比率」を乗じて推計

 
出典：「旅行・観光産業の経済効果に関する調査研究Ⅵ」

（H17：国土交通省総合政策局）

  
旅行消費が我が国にもたらす経済波及効果 

 
出典：「旅行・観光産業の経済効果に関する調査研究Ⅵ」 

（H17：国土交通省総合政策局）

 

図表 17 

図表 18 
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本県における観光産業がもたらす経済的効果は，宮城県観光動態調査（H15 実施）

に基づく試算において，平成 17 年の観光直接消費額（宿泊費，飲食費，おみやげ代

など）は 5,284 億円，各種産業への波及効果は 3,848 億円，合計 9,132 億円と見込ん

でいます（図表 19）。 

また，日帰り観光客の一人当

たり消費額が平均７千円，宿泊

観光客の平均が約 42 千円であ

ることから，日帰り観光客数が

100 万人，宿泊観光客が 10 万

人増加すると想定した場合，

112 億円（日帰り 70 億円＋宿

泊 42 億円）の経済効果が発生

し，農林水産業・輸送・娯楽サ

ービス・食料品等への波及効果 79 億円を合わせて 191 億円分の経済効果が誘発され

ます。 

このように，観光産業が県の経済にもたらす効果・貢献度は大きいものの，これま

で観光客入込数（図

表 20）や宿泊観光客

数（図表 21）の推移

と経済効果との関

係について，県民に

効果的にＰＲされ

ておらず，十分に理

解されていない実

情でした。 

したがって，今後，

このことを県民に

十分浸透させていくことが大きな課題であり，また，初等・中等教育の場においても，

将来を担う子どもたちが副読本等を通して理解を深めることが重要です。 

 

観光客入込数の推移
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45,752

54,408

44,750
46,450

50,988
48,663

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

（単位：千人）

出典：宮城県観光統計概要

経済波及効果の推移

5,949 5,865
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（単位：億円）

出典：宮城県観光統計概要

図表 19 

図表 20 
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【参考】 

 宮崎県では，（財）みやざき観光コンベンション協会が「宮崎観光副読本」として，小中学生に配布している。 
  
 
 

宿泊観光客数の推移
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7,5977,656
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出典：宮城県観光統計概要

図表 21 
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(4) 「地域の魅力」の未活用 

地域には魅力的な観光資源が多くあるが，有効に活用できていない 

優れた観光地とは，単に有名な観光名所があるということだけではありません。 

住民には見慣れた当たり前のものでも，他の地域の人には魅力的に見える資源が数多

く存在します。自分のまちや地域の「なりわい」，「くらし」そのものが，訪れる人に

とって「原風景」，「異文化」，「非日常」等と

しての魅力を感じさせるものです。 

そこで，住民が自らの地域の魅力に気づく

ことが必要です。「住んでよし」の地域にす

るためには，まず，住んでいる人の満足がな

ければ訪れる人への満足を与えることはで

きません。 

みやぎには，おいしい米や牡蠣やフカヒレ等の海産物，蔵王連峰や栗駒山等の豊か

な自然，様々な泉質を有する鳴子や秋保などの温泉郷，伊達政宗公や松尾芭蕉などの

歴史や文化，国際的には「近代中国の父」といわれる文豪「魯迅」が学んだ学都仙台，

「七夕」，「塩竈港まつり」等の祭りや野球・サッカー・バスケットボール・女子レス

リングのプロスポーツ観戦，さらには，仙台フィルハーモニー管弦楽団を中心とする

音楽芸術など多くの魅力がありながら，

観光のための資源としては十分に活用し

きれていないのが現状です。 

地域の資源を見つめ直し，既にあるも

のを磨く，また，他地域との連携を積極

的に行うなど地域の魅力を有効に活用し，

つなげていくことが課題です。 
 

鳴子温泉 

ユアテックスタジアム仙台
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“みやぎ”の強み（例） 

温    泉 秋保温泉 作並温泉 小原温泉 鎌先温泉 遠刈田温泉 鳴子温泉 

観  光  地 松 島 蔵王連峰 仙台城址 登米教育資料館 栗駒山 三陸海岸 

食    材 牛タン フカヒレ 宮城米 寿 司 ずんだ餅 笹かまぼこ 

祭・イベント 
七 夕 定禅寺ストリートジャズフェスティバル 初売り 青葉まつり みなとまつり 

塩竈神社帆手祭 

プロスポーツ・芸 

術 文 化 

東北楽天ゴールデンイーグルス（野球） ベガルタ仙台（サッカー） 仙台８９ers(バスケッ

トボール) 仙台ガールズプロレスリング 仙台フィルハーモニー管弦楽団 

七 夕 

宮城の温泉 

蔵王のお釜 
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４ みやぎの観光に求められる視点と目指す方向             

宮城県の観光振興を推進するため，この「みやぎ観光戦略プラン」では，特に重要な３

つの視点を提示しており，以下の方向を目指していくものです。 

■ 求められる視点 

(1) 交流と発信によるみやぎの活性化 

① 団塊の世代の大量退職と元気高齢者の増加 

人口減少や少子高齢化など社会情勢の影響は宮城県に及んでおり，地域が活性化

するためには，「訪れる」，「滞在する」といった交流人口を増加させることが重

要です。 

経済的にも時間的にもゆとりがあり，行動力旺
おう

盛な団塊の世代の大量退職者や元

気高齢者の増加は，宮城県の観光市場にとっても大きな魅力です。そこで，これら

の人々を主要な対象と位置付け，この世代が求める観光ニーズや全国的な傾向を適

切に把握し，効果的な観光施策を打ち出す工夫が求められています。 

② セールスポイントを意識した情報発信 

現在，観光客への情報提供の多くは，目的地の地理・交通情報が主流となってい

ますが，今後は，宮城県の特徴・優位性を活かす方策が不可欠です。 

例えば，東北６県全体の情報・歴史探訪として平泉文化や伊達政宗公や松尾芭蕉

に関連する情報を再構築して発信する，あるいは農林水産業を体験宿泊できる施設

など，より専門性の高い情報や宮城県のセールスポイントを前面に出したテーマ別，

カテゴリー※１別などに分けて情報発信することが必要です。 

宮城県では，今までこうした取組に関し，観光産業と有機的に連携してきたとは

言い難い状況です。よって，今後は，大型観光キャンペーンの実施などを核とし，

市町村や県地方機関がコーディネート※2 機能を発揮して，事業者や住民が中心とな

った地域の魅力磨きを，観光の視点からも行うなど訪れる人を更に引き付ける施策

を展開していきます。 
 
※１ 同じような性質のものが含まれる範囲 
※２ 物事を調整し，まとめること。 
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③ 観光情報コンテンツ※１の整備・拡充 

観光に関する情報については，宮城県を訪れたくなるようにホームページ，携帯

サイト等，高度情報化社会に対応したあらゆる情報媒体を通じて分かりやすく提供

する必要があります。他方，みやぎの食や体験活動などテーマごとのパンフレット

の作成，配布など従来型の広報活動も継続的に取り組んでいかなければなりません。 

今後激しさを増す観光による地域間競争に向け，多様化する観光客のニーズに対

応すべく，分かりやすい観光情報の整備・拡充が求められています。 
 

(2) みやぎ各地域の魅力の活用 

① 地域の魅力度アップ・再発見 

地域の自然，歴史，文化などを活かした観光地づくりに取り組むことは，地域住

民がそれらの価値を見直す契機となり，新しい地域の魅力を再発見・創造すること

につながります。 

このため，県民一人一人が地域を知って，自分が住んでいるところに誇りを持ち，

郷土愛をはぐくむことが必要です。宮城県は，歴史と伝統にはぐくまれ，山紫水明

に恵まれたすばらしい地域です。おいしい地元の食材や温泉など県民が当たり前と

思っていることが本当は訪れる人が求めているものなのです。 

こうした，地元でしか経験できないこだわりや本物を見極め，更に磨き上げてい

く地域づくりが今求められています。 

② 滞在型・体験型観光の整備・拡充 

本当の宮城県を知ってもらい，その魅力を

より深く印象付けるためには，日常の生活や

楽しい行事等への参加・体験が重要な手段と

なります。 

グリーン・ツーリズム※2 などは，その代表

とされています。触れたり，作ったり，味わったり，五感を働かせる滞在型・体験

型の観光メニューを整備・拡充し，ひいては二地域居住（マルチハビテーション・

週末居住）等やＵＪI ターンも想定しての施策展開が必要です。 

 
※１ 情報提供サービスにおける情報そのもの，中身 
※２ 都市住民が農山漁村に滞在し，地域の自然や文化，人々との交流を楽しむ旅行形態 

原風景（蔵王と水田） 
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③ ホスピタリティ※の向上 

観光客は，単なる「宿泊」，「飲食」にとどまらず，訪れた地域の人との「語ら

い」，「ふれあい」などを通じ知的探求や心のふれあいも求めています。 

住民誰もが誇りと愛着を持てるような地域づくりを進める「地域力」，地域へ観

光客をいざなう「観光力」を向上させるため，真心のこもった「おもてなしの心の

醸成」が求められています。 

④ 受入態勢の整備（ソフト・ハード） 

自分の住む地域に誇りと郷土愛を持つことが「おもてなしの心」の原点といえま

す。しかしながら，私たち自身も故郷・宮城県をよく知らないのが実情です。 

観光地としての魅力を高めていくためには，自分の地域の自然，歴史，伝統文化

などの付加価値を有機的につなげていく仕組みが必要となることから，例えば，県

民自らが県内を旅行してみやぎを知ろうとするキャンペーン「（仮）あなたの知ら

ないみやぎ・新発見運動」や宮城学おこし（観光検定）など県民総参加の地道な活

動が必要です。 

観光客の行動の多様化に伴い，トイレや休憩所，案内看板，自然公園内の登山道

など未整備な箇所の指摘も増加しています。まずは，こうした基礎的な施設の整備

を行っていくことが喫緊の課題となっています。次いで，「まちなみ」，「景観」

といった観光客に潤いを与える二次的な施設の整備に配慮していく必要がありま

す。 

他方，伊豆沼や栗駒山などすばらしい自然環境や生態系を保全し，末永く観光

資源として活用するため，環境に配慮した観光地づくりが求められています。 

 
※ 訪れた人を丁重にもてなすこと。おもてなし 

 

(3) 東北の起点としての役割 

① 広域観光ルートの整備・拡充 

宮城県は，東北縦貫自動車道や東北新幹線，さらには，国際空港である仙台空港

を有するなど東北のゲートウエイとして高速交通体系の起点の機能を有しており，
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県内への誘客のみならず，東北全体の総合窓口としての役割も求められています。 

本県では，これまでも広域観光ルートの設定に努めていますが，「旅行者に県境

はない」との視点で東北全体を広く視野に入れ，各地域のセールスポイントの複合

化や同種のセールスポイントを重層化するなど，訪れる人の満足度をより高めてい

くよう工夫する必要があります。 

こうした視点が東北全体，ひいては宮城県内での旅行者の滞在時間を延長するこ

とにつながります。そこで，東北各県とも連携を図り，広域観光や周遊化につなが

るルート設定を進めていきます。また，そのために各観光地間を快適で効率よく移

動できるよう，利便性の高いサービスの充実が求められています。 

② 対象（旅行形態・年齢・性別・世代・地域等）を絞った誘客 

宮城県を訪れる観光客の居住地別シェアでは，東北域内・関東圏からの観光客が

全体の 81.0％を占めています（図表 22）。したがって，今後，可能な限り東北域

内・関東圏の人々に特化したアプローチを行うなどの絞り込みが必要です。加えて，

宮城県をはじめ東北を訪れる観光客の旅行タイプシェア（図表 23）やふるさと暮

らしに対する意向（図表 24）などの分析，把握に努め，例えば，「東北・みやぎ

に求めているイメージ」（「じゃらん」宿泊旅行調査 2006）である「おいしい食

べ物」，「豊富な温泉」を宮城県の売りとしてＰＲしていくなどの取組が不可欠で

す。  

また，海外の観光客については，仙台空港と路線が開設されている韓国，中国，

台湾をはじめとする東アジアからの誘客に関して，東北地域が連携して戦略的に取

り組んでいくことが必要です。さらに，香港など空路開設を目指している地域につ

いては，開設交渉と連動した観光プロモーションを積極的に実施するなど，新規需

要の開拓が必要です。 
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旅行先（都道府県）別の旅行タイプシェア
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図表 23 

図表 22 
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目指す方向：「観光を新機軸とする県土づくり」  

観光を県の政策の中心に据えて県土をつくり上げる「観光王国みやぎ」とは，観光の

担い手を観光事業者だけでなく県民全体に広げるというパラダイム※の転換を意味して

います。 

県民に経済的な「富」を生み出し，それを県民生活の向上に好循環させ，みやぎが潤

うための「富県産業」の一つとして，みやぎの観光振興を掲げます。このため，県民の

「地域力」をはぐくみ，「観光力」を高め，地域が活性化されて交流人口が拡大する，

「何度も訪れてよし」の観光地づくりを目指すものです。 
 

※ 考え方・認識の枠組み 
 

① その必要性と行政のかかわり 

観光は，農林水産業，あるいは食品産業，外食産業，土木建築業をも含む幅広い

分野が関連した間口の広い総合産業といえます。 

人口減少や少子高齢化の進展という状況下にあっては，交流人口の増加により経

図表 24 
ふるさと暮らしに対する意向
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済を刺激していくことが，地域活性化の大きな柱となります。観光産業を交流産業

ととらえれば，まさにみやぎの総合力を注ぐ必要があります。 

このため，各地域の魅力を引き出すべく住民との連携など，「観光王国みやぎ」

を実現するために，まず県職員一人一人が「みやぎの営業マン（ウーマン）」，「み

やぎの設計者」との意識で行動することを心掛けていきます。 

さらに，観光産業へのサポート体制の充実や，現場主義の視点からも，地方振興

事務所など地方機関が地域の観光施策に積極的にかかわっていくことが必要です。

今後，県自らが観光振興へ本気で取り組んでいく体制を整備していきます。 

② 官民の連携と役割分担 

行政の関与は必要なものの，観光や地域活性化の主体はあくまで「民」です。ま

た，各主体が個別に行動するのでは効果が波及しないのも事実です。官民，地域間，

観光産業と他産業間等，多様な主体間による連携は，相乗的な効果をもたらすため

に重要となります。そこで，この計画をより実効性の高いものとするため，県民を

はじめ，官民の役割分担をできる限り具体的に示し，各主体がその役割を理解した

上で取り組むことを主眼としていきます。 

③ 観光（産業）の生み出す経済効果の検証と県民の理解促進 

「観光は観光事業者だけのもの」との先入観が依然としてありますが，県民全体

が観光の生み出す様々な効果を理解すること，そして，特に経済効果・異文化交流・

地域の再発見等の波及効果を検証し，観光による交流人口の増加が，いかに県民の

利益となるかを広報・普及する必要があります。 

また，次代を担う子どもたちへの教育が特に重要であり，沖縄県や宮崎県など観

光産業を基幹産業としている観光先進県では，「観光ってなんだろう」などの観光

を題材にした観光教育副読本を作成し，義務教育時点において，「ふるさとを大切

にし，訪れた人をもてなす心と態度」を育てることを基盤としつつ，観光，交流人

口などの効果や意味を分かりやすく説明するなどの観光教育が行われています。 

みやぎが観光王国を目指すためには，観光産業がみやぎを元気にするという県民

の共通理解を得ることが必要なことから，そのための施策を展開します。 
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５ 施策展開の方向性                          

みやぎの観光の振興に際しては，観光事業者だけが担うものでなく，広く県民も主体

的にかかわるものとの意識を根底に，「交流と発信によるみやぎの活性化」，「みやぎ

各地域の魅力の活用」，「東北の起点としての役割」といった「みやぎの観光に求めら

れる視点と目指す方向」を実現するため，施策展開の方向性を「いざなう」，「もてな

す」，「ととのえる」の３つの言葉で表し，迅速に，かつ，相乗的，重層的に施策を展

開します。 

また，「東北・みやぎ」の独自性や主体性の源である「地域」，「観光資源」，「食」

などについて，ブランドとして育成できるよう，大型観光キャンペーンなども活用しな

がら推進していきます。 

こうして，地域を愛しはぐくむ「地域力」や対外的な魅力となる「観光力」を醸成し，

さらに東北全体の交流人口の拡大により，結果としてみやぎも潤う「住民はこの地域に

住み続けたい 観光客はこの地を訪れたい そしてまた訪れたい さらには住みたい」

という姿，すなわち，交流と定住の両立と，観光を核とする産業や地域の活性化を推進

します。 

 

地域が潤う， 
訪れてよしの 

観光王国みやぎ

づくり

・みやぎのやさしい人づくり 
・みやぎのやさしい観光地づくり 
・みやぎの地域資源向上 

・ みやぎの地域力向上組織構築 
・ みやぎ東北ぐるっと連携 
・ 各主体の役割分担 

・ みやぎのイメージづくり 
・ みやぎの誘客ピンポイント対応 
・ イベント・コンベンションの誘致 
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Ⅰ みやぎへ「いざなう」観光施策の展開 
－みやぎの情報発信・誘客プロジェクト（観光地みやぎへいざなう）－ 

みやぎへ訪れる人を増やすためには，みやぎがどのような魅力を持つ所であるかを

積極的に発信していく必要があります。当地を訪れる人や旅行エージェント・マスコ

ミ等に対して，海・山・温泉・食・歴史や文化・くらし等に関する情報を誘客対象ご

とに効果的に発信し，観光地みやぎに人を呼び込みます。 

① みやぎのイメージづくり 

地域が一体となって取り組む姿を示すため，地域の特性を端的に表すイメージを

作り上げるとともに，各種メディアやインターネットなどを通じ，きめ細かで，み

やぎ特有の情報発信を行います。 

特に，「食材」，「温泉」，「歴史・文化」といったみやぎのセールスポイント

について強力に情報発信します。 

また，こうした「みやぎならでは」を探求すること自体が旅の目的になるよう提

案していきます。 

■戦略事業  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●その他プラン策定期間内に重点的に取り組む事業 

・インターネット等を活用した情報提供（宮城県メールマガジン「メルマガ・

みやぎ」，グリーン・ツーリズム情報サイト「みやぎまるごとツーリズム」

など） 
・県政首都圏ラジオ番組 
・宮城の観光イメージアップ事業（教育旅行誘致） 
・みやぎ蔵王三十六景ランクアップ事業（地域産業振興事業） 

・関東圏誘客促進事業 
・首都圏県産品販売等拠点施設運営事業 
・みやぎのおいしい「食」ブランド化戦略推進事業 
・みやぎの水産物トップブランド形成事業
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フルキャストスタジアム宮城 

東北のゲートウエイ JR 仙台駅 

② みやぎの誘客ピンポイント対応  

国内宿泊客の誘客活動は，まず東北地方への

入込客数の多い関東圏に向け，特に団塊の世代

を含めたシニア層を対象に，その生活スタイル

や行動・趣向に合った企画を軸とする一方，航

空路線就航先の関西・東海等においても実施し

ます。 

次いで，隣県や県内からの買い物・プロスポーツ観戦などの行動的な日帰り客が

近年増加していることから，東北の文化・トレンドの中心としての情報発信や機能

向上など，域内流動や地域間交流を促進する施策を展開します。 

また，仙台駅や仙台空港・仙台港が集積するなど東北のゲートウエイである宮城

県は，東北最大の都市仙台市を始め，コンベンション機能や多くの観光資源を有す

る求心力を最大限に引き出していくと同時に，東北地域に観光客が増えることが，

みやぎの観光客増につながるとの意識を持ち，みやぎを起点として東北全体を視野

にとらえた誘客活動を推進します。 

なお，現在，国では「2010 年までに 1,000 万人

の訪日外国人誘致」を実現するため，ビジット・

ジャパン・キャンペーンを展開中です。加えて，

平成 19 年３月には，仙台空港と JR 仙台駅を結ぶ

「仙台空港アクセス鉄道」が開通します。そこで，

国際的には，経済成長著しい東アジアを重点市場

と位置付け，とりわけその発展が進み，かつ，国際航空路線が就航している韓国・

中国・台湾などを軸に誘客活動を行うとともに，香港などへのエアポートセールス

と一体となって新規観光需要の開拓を進めます。 
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■戦略事業 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

③ イベント・コンベンション※の誘致  

みやぎの知名度の更なる向上のためには，大学が集積し，政令都市である仙台の

都市機能を活用し，イベントやコンベンション※の誘致を進め，県民の観光振興に

対する意識の変化を促し，官民一体でみやぎの観光振興を連携，協働していきます。 

また，都市と自然が程よい距離で存在している利点を活かし，アフターコンベンションの

魅力に満ちた特性をＰＲしていきます。 

 

※ 大会，集会，大型会議など。 
 

■戦略事業  
 

 
 
 
 
 
 

 

●その他プラン策定期間内に重点的に取り組む事業 

・みやぎまるごとフェスティバル開催事業 
・県政首都圏ラジオ番組 
・仙台・やまがた交流連携推進事業等の県際連携 
・外国人観光客誘致促進事業（東アジア） 
・観光客誘致ステップアップ事業（国外の新たな旅行市場の開拓） 

・食材王国みやぎ総合推進事業 
（「食材王国みやぎ」フェア開催事業） 

 

●その他プラン策定期間内に重点的に取り組む事業 

・フィルムコミッション事業 

・仙台・宮城ＤＣ推進事業 
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戦 略 事 業 

事 業 名 関東圏誘客促進事業 

趣 旨 ・ 目 的 

関東から宮城県へは，地理的に近いばかりでなく，高速道路や新幹線をはじめとする

高速交通体系が発達している。今後の当県の観光客数・交流人口を増加させるため，関

東圏にターゲットを絞り施策展開し，都市と農村の交流の促進等と併せて，更なる誘客

を目指す。 
 

事 業 内 容 

関東圏を中心にマスコミや各種メディア，情報コンテンツ，ポスター掲示等を通じ，

みやぎの情報を提供するなど，イメージアップを図る。 
■具体的取組例 
１）首都圏でのみやぎのイメージアップ 

宮城県に縁のある著名人を起用した「みやぎをＰＲするポスター」を作成し，

即効性の高いＪＲ線等の車両メディア媒体を活用し掲示するほか，県民の観光に

対する意識効用のため，県内の観光関連施設等へ掲示する。 
２）首都圏向けＴＶ放送 

首都圏向けのテレビ番組を制作・関東圏で放映し，宮城への更なる誘客を図る。

３）情報コンテンツの活用（グリーン・ツーリズム） 
農山漁村地域でのコミュニティ再生を主目的にしながらも，本県観光の魅力の

大きな柱になりつつある，「グリーン・ツーリズム」について，機動性の高い携帯

端末を利用した情報発信を実施する。 
 

事業開始年度 プラン計画期間内（新規） 

実 施 主 体 県 
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事 業 名 首都圏県産品販売等拠点施設運営事業 

趣 旨 ・ 目 的 

首都圏における本県の観光物産の情報発信と消費動向等のニーズ収集など，情報

の相互交流の拠点施設として，東京アンテナショップ「宮城ふるさとプラザ」の運

営管理を行うもの。 

 

事 業 内 容 

宮城ふるさとプラザ内及びアンテナショップＰＲのための首都圏での催事物販拡

販 
①物産販売 
②首都圏における消費者ニーズの把握 
③市町村，団体，企業等の活動支援 
④観光情報の提供 

事業開始年度 Ｈ１７年度 

実 施 主 体 県・(社)宮城県物産振興協会 

 

 

東京アンテナショップ「みやぎふるさとプラザ」
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事 業 名 みやぎおいしい「食」ブランド化戦略推進事業 

趣 旨 ・ 目 的 

本県は「食」に関して，農林水産資源に恵まれる地域であることから，良質な素材を

活用した付加価値の高い製品・サービスの開発・事業化を促進し，みやぎおいしい「食」

ブランドとして全国へ統一的な推奨等を行うことで食関連産業の振興を図る。 
加えて，同ブランドを全国に情報発信することにより，優れた県産食材等の知名度を

高め，「食」を通して県外からの誘客を図るもの。 

事 業 内 容 

「食」関連産業振興の一つの方策として本県「食」のブランド化（＝食材・加工食品

の特性，優位性を推奨し，買い手側に本県食材等に対する評価・信頼を高めること）を

推進する。 
期間中には「食材王国みやぎ」を旗印に，本県の「食」に関する統一的な基本理念の

普及・浸透を推進するほか，県内食産業のブランド化を牽引する産品・商品の発掘，育

成，開発推進するほかブランド化を推進する上で重要な事業者・生産者等の意識啓発を

行う。 
また，本県「食文化」を全国に情報発信することで，本県「食」の知名度及び全体イ

メージの向上を図る。 

事業開始年度 プラン計画期間内（新規） 

実 施 主 体 県 

 
 

事 業 名 みやぎの水産物トップブランド形成事業 

趣 旨 ・ 目 的 

本県水産物の「高鮮度」，「高品質」などの特徴を活かしたブランド魚の創出や，認知

度の向上やサポーターの拡大，消費拡大等の取組を推進し，本県水産物のブランド構築

と全国に高い知名度を有する水産物の増加を図る。 
また，優れた本県水産物の推奨を通じて，県外からの誘客を図るもの。 

事 業 内 容 

全国有数の水揚げを誇る石巻・塩釜魚市場において，魚市場及び流通関係者が連携し，

市場の特徴であり，かつ，潜在的ポテンシャルの高いカツオ（石巻），マグロ（塩釜）に

ついて，高鮮度・高品質なブランド魚を創出し，地元内外に発信し「地域ブランド」の

育成を図る。 
また，本県の主要な養殖水産物を中心に，地元及び首都圏サポーターの拡大，農産物

など他産物と連携した消費生活提案等を通じたＰＲ，イベント及びフェアの開催など，

パブリシティ効果等も見込めるコマーシャルやマーケティング活動を実施し，本県水産

物に対する認知度の向上や消費の拡大を図る。 

事業開始年度 Ｈ１５年度 

実 施 主 体 県 
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事 業 名 食材王国みやぎ総合推進事業（「食材王国みやぎ」フェア開催事業） 

趣 旨 ・ 目 的 
東京事務所の人的ネットワーク等を活用し，本県の豊富で優れた食材を首都圏に発信

し，「食材王国みやぎ」の確立を図る。 
 

事 業 内 容 

首都圏等の有名ホテルにおいて，本県産食材を使用した「食材王国みやぎ」フェアを

開催し，ホテルの持つ「高級イメージ」や有名シェフの「料理」という付加価値を付け

ることによって，本県産食材の特徴を最大限に引き出し，宮城の豊富な食材をＰＲする

とともに，「食」の分野から本県への観光客誘致に寄与するもの。 
 

事業開始年度 Ｈ１７年度 

実 施 主 体 県 

 
 

事 業 名 仙台・宮城デスティネーションキャンペーン（DC）推進事業 

趣 旨 ・ 目 的 

観光産業が地域経済の活性化に寄与する効果は非常に大きく，特に大きな経済効果を

生み出す「宿泊観光客」の獲得を目指すとともに，２００７年以降の団塊世代退職市場

を攻略し，交流人口の拡大を図るため，ＪＲと協力して全国大型観光キャンペーンであ

る「デスティネーションキャンペーン」を実施するもの。さらに，このキャンペーンを

契機として各地域が観光につながる資源を磨き上げ，又は発掘し，各産業間が連携した

官民が一体となった観光客誘致のための継続的なシステムを構築することを目的とす

る。 
 

事 業 内 容 

交流人口の拡大を図るため，ＪＲグループ６社と協力し，観光客の誘致を目的とした

宣伝・広報活動を首都圏を中心とした全国各地において展開するもの。主な内容として

は，デスティネーションキャンペーン開催１年前に開催する「全国宣伝販売促進会議」

において旅行会社等にキャンペーンでの取組を説明し，商品造成や宮城県への集中的な

送客を依頼するものである。また，プレキャンペーンや本番開催時の誘客イベントを通

して集中的な誘客を図るとともに，首都圏を中心にキャラバンの実施，各種広告媒体を

活用した活動を行うものである。 
 平成２０年の開催時期までの間，宣伝活動やイベント等の実施と合わせて，県内各地

域において，自治体及び各産業間の連携のもと，官民一体となった観光客誘致のための

システムを構築するため，観光資源の開発やおもてなし向上対策といった受入態勢の整

備を行い，観光の視点による地域振興の推進及び活性化を図るための取組を行う。 
 

事業開始年度 プラン計画期間内（新規） 

実 施 主 体 仙台・宮城デスティネーションキャンペーン推進協議会 

 

１ デスティネーションキャンペーンとは？ 
○ Destination（目的地・行き先）と Campaign（宣伝）を組み合わせた合成語で，地方自治体や

観光関係者等とＪＲ6 社が協力して行う全国大型観光キャンペーン 
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○ 地方自治体や観光関係者等は観光資源の発掘や開発・大規模なイベントを展開するなどの受入態

勢整備を行い，ＪＲは開催地を全国に集中的にＰＲし，全国から開催地への送客を図るものです。 
○ また，このキャンペーンは，地域が観光につながる資源の磨き上げ及び新たな観光資源の開発な

ど民官一体となった観光客の誘致を向上する継続的なシステムを構築し，産業間の連携による地域

振興の推進，地域観光の活性化を図る魅力的な観光エリア「みやぎ」を確立する「きっかけ」とな

るものです。 
 
２ 仙台・宮城デスティネーションキャンペーン概要 

（１）開催時期 
  平成 20 年 10 月から 12 月まで（３か月間） 
（２）開催場所 
  仙台市をはじめとする宮城県内各地及び他県隣接地域 
（３）推進体制 
  ・開催県，参画市町村及び観光事業者等が開催推進母体である協議会等を組織し，ＪＲグループ

６社と連携の上，全国での集中宣伝，情報の発信を行う。 
・さらに，各旅行会社と連携し，開催県への集客のための商品設定（造成）を行う。 

 

 
（４）期待される効果 

○観光の視点を活かした地域振興の推進 
○地域観光の活性化と観光旅客の拡大 
○地元産業界の活性化 
○自治体，観光関係業界，農漁業界及び商工業界等との連携と融和 
○「交流」，「おもてなし」による観光客のリピーター化 

 
・商品設定（造成） 
・集客 

各旅行会社 
 
・ﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ地の決定 
・全国規模の宣伝展開 
・魅力ある商品づくりと集中送客

ＪＲグループ 
 
・DC開催の協力要請（JRに） 
・受け地としての計画策定，整備 
・各市町村の指導と調整 
・県民への啓蒙 
・ｲﾍﾞﾝﾄｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ等観光ﾊﾟﾝﾌ作成 

開催県 

 
・地域イベントの開催 
・観光事業者等の指導と調整 
・各市町村内の指導と調整 
・観光資源の開発 
・観光パンフレットの作成 

市町村

 
・観光資源の開発 
・観光パンフレットの作成 

観光事業者等 

協賛会社（JRが指定） 
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Ⅱ みやぎで「もてなす」観光施策の展開          
－みやぎの魅力創出プロジェクト（何度も訪れたくなるみやぎのおもてなし）－ 

みやぎへの観光客を増加させるため，住んでいる地域の魅力を認識し，誇りを持ち，

その良さを伝えることができる人材の育成や観光地としての価値を磨き上げ，「地域全

体でもてなす観光地づくり」を推進していきます。 
 

① みやぎのやさしい人づくり   

県民一人一人が，あいさつや笑顔でもてなすなど，身近なホスピタリティ向上の

ための取組を大型観光キャンペーンに向けて開始し，その定着を図ります。 

こうした取組に加えて，地元の 旬
しゅん

な食材等の情報案内や，観光地における環境

美化運動，さらには，地元固有の祭りや互市などによるふれあい等による地域でも

てなす心をはぐくむ施策を展開します。 

なお，本県の観光振興を図るためには，観光は観光事業者だけが行うものではな

いということを広く周知する必要があります。観光がなぜみやぎにとって大切であ

るかを理解し，すべての県民が観光を担う人材としてホスピタリティ精神を高めて

いくことが必要です。 

県民のすべてがそうした認識を共有していくために，観光に関する教育を充実

し，あわせて，観光の効果，地域とのかかわりなどを県民に伝えていきます。 

 
■戦略事業  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●その他プラン策定期間内に重点的に取り組む事業 

・グリーン・ツーリズム促進支援事業 

・みやぎ観光ホスピタリティ向上推進事業 
・外国人観光客安心サポート事業（通訳ガイドの育成，「i」案内所設

置等） 
・みやぎ観光理解啓発事業（観光教育副読本作成・活用等） 
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② みやぎのやさしい観光地づくり  

観光施設の魅力を高めるためには，利便性の向上は必要ですが，他方，「環境に

負荷のかからないこと」，「すっきりしていること」，「きれいであること」，「心

地よいこと」といった素朴・端正な要素も重要です。 

健常者のみならず，高齢者や障害のある人，子ども連れの人などにも気軽にみや

ぎに訪れていただくことのできるよう配慮した観光地のユニバーサルデザイン化※，

などやさしい観光地づくりを着実に進めます。 

そのため，観光地における施設や，観光地に至るまでの道路や案内板といったサ

イン・標識の整備，さらには望まれる二次交通アクセスについて重点的に整備・検

討を進めるなど，安全安心の視点から取り組んでいきます。 

また，二次交通アクセスが確保されていない地域や観光地域内での移動の利便性

の向上に関しては，民間等の交通事業者の主体的な取組を誘引し，訪れやすい観光

地を目指します。 

■戦略事業  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 障害者・高齢者・健常者の区別なしに，すべての人が使いやすいような製品・建物・環境

などのデザインにすること。 

 

③ みやぎの地域資源向上 

みやぎには，多くの観光資源が存在していますが，その活用状況等について把握

するため，資源の総点検を行うことが必要です。関東圏，団塊の世代を含めたシニ

ア層，東アジア地域の人々に，「みやぎならでは」の旅を提案するために，自然・

 

●その他プラン策定期間内に重点的に取り組む事業 

・宮城の広域観光づくり事業 
・主要観光地等の案内板 
・自然公園施設再整備事業（サイン・トイレ等の点検整備） 
・バリアフリーみやぎ推進事業 

・仙台・宮城 DC 受入施設整備事業 
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地理にとどまらず，歴史・伝承などストーリー性のあるゾーニング※，さらには広域

観光ルートの整備を行います。 

また，近年の傾向として，観光客は自然と文化の共生といった環境に配慮した持

続可能なテーマにも関心が高いことから，第一次産業などとの連携が大切な要素と

なっています。 

そのため，農林業や環境などの体験型・滞在型観光の提案が不可欠であり，その

発掘・整備を行うとともに，あわせて，そうした分野から観光産業に参入を目指す

方々への支援体制づくりを整備していきます。 

 
■戦略事業  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 都市計画や建築プランなどで，空間を用途別に分けて配置すること。 

 

●その他プラン策定期間内に重点的に取り組む事業 

・森林空間活用施設整備（キャンプ場・宿泊施設等の整備） 

・観光施設整備資金融資制度 

・みやぎビジネスマーケット（ベンチャー・新分野進出への支援） 

・食材王国みやぎ総合推進事業 
（みやぎの外食産業支援事業） 

・みやぎ滞在・周遊型観光資源発掘事業 
・みやぎの景観形成事業 
・自然環境保全対策事業 
・みやぎグリーン･ツーリズム推進協議会活動支援事業 
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戦 略 事 業 

事 業 名 みやぎ観光ホスピタリティ向上推進事業 

趣 旨 ・ 目 的 
宮城県を訪れた観光客に対して，おもてなしの心を持って観光案内をする「みやぎ観

光コンシェルジュ」を設置し，そのコンシェルジュを中心として観光関係者，さらには
一般県民のホスピタリティ向上を図ることにより，観光客の満足度をアップさせ，本県
への誘客増加を目的とする。 

事 業 内 容 

○ 観光コンシェルジュの認定 
・観光客を快く迎え入れ，宮城県を積極的にＰＲできる人 
・地域(観光地)の中心的存在として，ホスピタリティの向上をリードできる人 
・ホテル・旅館職員，交通機関職員，飲食店職員等，観光客と接する機会の多い人
・みやぎの観光「伊達な拾傑」及び市町村，地方振興事務所から推薦された人 

○ 観光コンシェルジュの役割 
・観光コンシェルジュとして自覚を持ち，おもてなしの心を持って観光客に接し，

満足度のアップを図る。 
・地域の中心的存在として，観光関係者の人材育成に努め，地域全体のホスピタリ

ティ向上を図る。 
○ 認定した観光コンシェルジュを対象としたセミナーの開催 

・心構え，おもてなしの心等をテーマとして開催 
○ おもてなし研修会の開催 

・各地域の観光コンシェルジュを講師として，観光関係者及び一般県民を対象とし
た研修会を開催 

・受講者にガイドブックとステッカーを配布し，おもてなしの心の定着を図る。 

事業開始年度 プラン計画期間内（新規） 

実 施 主 体 県，宮城県観光連盟 

 

宮城を訪れた観光客に対して，おもてなしの心を持って観光案内する「みやぎ観光コンシェルジュ（旅先案内人）」を設置し，そ

のコンシェルジュを中心として観光関係者，さらには一般県民のホスピタリティ向上を図ることにより，観光客の満足度アップ，

宮城のほのぼのとしたイメージである「スマイルあったか宮城」の醸成・定着，本県への誘客・県内流動の増加を目的とする。 

①要 件  

・観光客を快く迎えられる人，宮城県を積極的にＰＲできる人 

・地域の中心的存在として，ホスピタリティ向上をリードできる人 

・ホテル・旅館職員，交通機関職員等，観光客と接する機会の多い人 

・みやぎ観光「伊達な拾傑」及び市町村・地方振興事務所から推薦された人 

②役 割 

・観光コンシェルジュとして自覚を持ち，おもてなしの心を持って観光客に接

し，満足度のアップを図る。 

・地域の中心的存在として，観光関係者の人材育成に努め，地域全体のホスピ

タリティ向上を図る。 

 

○観光コンシェルジュの認定（定員５０人程度） 

 認定書，バッジ，ガイドブック等を配布 

○観光コンシェルジュ向けセミナーの開催 

 

○おもてなし研修会 

 各地域のコンシェルジュを講師として，地域全体の

レベルアップを図る。 

○ホスピタリティ向上ステッカー 

研修受講者へ配布し，おもてなしの心の定着を図る。

・ホスピタリティ向上により，観光客に好印象を与え，リピーターの増加が見込まれる。 

・観光コンシェルジュ及びおもてなしの心の普及をＰＲすることにより，潜在する観光客の誘客効果が見込まれる。 

みやぎ観光コンシェルジュ 宮城県観光課 

観光関係者 

見込まれる効果 

みやぎ観光ホスピタリティ向上推進事業
目 的 
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事 業 名 外国人観光客安心サポート事業 

趣 旨 ・ 目 的 

国においては，外国人観光客の大幅な来日促進を図る「ビジット・ジャパン キャンペ
ーン」を展開しており，外国人観光客の誘致が本格化するなか，日本三景の一つ松島，
鳴子温泉を始めとする温泉，豊富な食材，さらには七夕祭りなど外国人観光客にとって
魅力ある観光地である当県は，対応によっては，大幅な誘客の増加が見込まれる。また，
団体旅行から個人旅行へと観光客の行動が変化していく中で，外国人観光客が安心して
県内を“ひとり歩き”できるサポート体制の整備も求められている。 
そのため，外国人観光客の利便性の向上を図り，来県する外国人観光客への対応力の

ボトムアップ及び強化を図る。 

事 業 内 容 

①「i」案内所整備推進事業（仮称） 
・仙台空港ビル「i」案内所設置運営管理：仙台空港ビル（株）と連携の上，東北の玄
関口である仙台空港旅客ターミナルビル内に外国人観光客対応が可能な「i」案内所
を整備し，外国人観光客の受入体制整備を強化する。 

・観光案内「i」アップグレード対応：現在市町村で設置している観光案内所を「i」案
内所の指定が受けられるよう働きかけを行う。 

②宮城県通訳案内士制度整備事業（仮称） 
・外客誘致法の改正により新たに都道府県単位で実施可能な「地域限定通訳案内士」
制度ができたことから，平成１９年度は当県の魅力を深く理解し，正しく外国人観
光客に魅力を伝え，かつ，満足感を与えることができる本県独自のおもてなしの心
を持った宮城県通訳案内士」の育成のため，実態調査と準備作業を行う。 

③外国人観光客受入体制ボトムアップ事業（仮称） 
・上記②の宮城県独自の通訳案内士が誕生するのは平成２０年度以降であるため，そ

れまでの間，外国人観光客に対する地域の人的対応力の底上げと良質な受験人材の
育成のために，主な受験者予備群と見込まれる県内の善意通訳者団体の構成員を対
象に，各団体から募った研修企画を比較検討の上，より効果が高いと見込まれる研
修企画を実施する。 

事業開始年度 プラン計画期間内（新規） 

実 施 主 体 県 
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事 業 名 みやぎ観光理解啓発事業 

趣 旨 ・ 目 的 

観光事業は，総合産業といわれ，そのもたらす効果は，観光事業者だけのものではな

く，農林水産業などへ幅広い波及効果が認められている。また，地域資源の再認識やお

もてなしの心を育成することも必要であるが，一般的には，その効果があまり認識され

ていないことから，教育現場を始めとして広く県民に周知し，県民のホスピタリティの

向上を通じ，訪れてよしの観光地づくりを目指す。 

事 業 内 容 

■具体的取組例 
○ 観光教育副読本作成・配布 

幼いころから，ホスピタリティの心を醸成するため，観光がもたらす効果等を記

した観光教育副読本を作成し，県内の小中学生に配布する。 
副読本には，子どもが興味を示し，かつ，理解しやすいよう漫画キャラクター等

を活用する。  
○ 観光シンポジウム開催 

観光の効果を広く県民に理解・啓蒙するため，観光シンポジウムを開催する。 
○ ホームページへの副読本データ掲載（非予算的手法） 

観光教育副読本を県のホームページで公開し，小中学生以外への観光事業に係る

効果を啓もうする。 

事業開始年度 プラン計画期間内（新規） 

実 施 主 体 県・県観光連盟 

 

観光副読本

観光にかかわって

いる人を知る 

自らの地域の魅力 

（再）発見 

交流のもたらす効果 

おもてなしの心の大切さ 

観光の効果

ってなんだ

ろう？ 

配
布 

県内の小・中学校

観光副読本のイメージ 
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事 業 名 仙台・宮城ＤＣ受入施設整備事業 

趣 旨 ・ 目 的 

大型観光キャンペーンの開催に向け，県内の自然公園内の主要な観光拠点において，

老朽化し安全・快適な利用に支障を来している遊歩道,休憩施設,公衆便所などの再整備を

行い，観光地としての魅力の増進を図る。 
また，周辺に代替施設が整備されたことなどにより利用が減少した施設を撤去し，景

観の復元と管理コストの削減を図る。 

事 業 内 容 
・安全な利用に配慮した自然公園施設の再整備を行う。 
・誘客サイン，照明施設，案内標識の充実を図る。 
・老朽化した公衆便所の撤去，再整備を行う。 

事業開始年度 プラン計画期間内（新規） 

実 施 主 体 県 

 
 

事 業 名 食材王国みやぎ総合推進事業（みやぎの外食産業支援事業） 

趣 旨 ・ 目 的 地産地消を含め，消費者ニーズに応える優良な地元外食事業者を支援することに

より，その質の確保と集客力向上を図り，県内の外食産業の振興に資する。 

事 業 内 容 

メニューの栄養成分や食材の産地表示，ヘルシーメニューの提供，バリアフリー

に配慮した食事環境など，満足度の高い食事を提供するための取組を行う飲食店等

を「健康づくりサポート・おもてなしの店」として登録し，外食分野において，ゆ

ったりと楽しく食事ができる環境づくりを進めます。 
 
（取組内容） 
① 栄養成分表示 
② 食材情報表示（食材産地，栽培情報等） 
③ ヘルシーメニュー・オーダー（ヘルシーメニュー，健康的な食生活につながる

オーダーへの対応） 
④ 禁煙・分煙 
⑤ バリアフリー 

事業開始年度 Ｈ１７年度 

実 施 主 体 県 
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事 業 名 みやぎ滞在・周遊型観光資源発掘事業 

趣 旨 ・ 目 的 

地域内外の視点で県内や東北域内での広域観光ルートや季節ごとの観光ルート，さら
には滞在型の観光資源の発掘等，着地型の観光ルートを新たに設定する。 

地域外の視点を入れることにより，地域住民がこれまで観光資源と認識していない（地
域の人にとって当たり前の）資源である「原風景」や「手つかずの自然」等を再認識す
るとともに，観光ルートを広く広報・商品化するなど，みやぎの滞在・周遊型の新たな
観光ルートを開発，PR し誘客を図る。 
また，宮城県内の観光地等観光資源や農業体験等と協調した宿泊地利用の促進など，

滞在・周遊型の観光地みやぎの実現を図る。 

事 業 内 容 

【具体的事業例】 
（１）広域観光ルート（観光レシピ）活用事業 

広域観光ルートや季節ごとの観光ルート，地域の歴史や文化を題材とした観光ル
ート（以下「観光レシピ」という。）等を県内外から公募し，優秀な応募作品を選定・
表彰・公表する。 

また，旅行エージェントに企画を提示し商品化を図るほか，県が先頭に立って積
極的にＰＲする。 

 (２) 体験・滞在・周遊型観光地づくり 
県内の観光地等観光資源や農業体験等と県内温泉旅館ホテル等の利用をセットに

した滞在・体験・周遊型の観光地づくりを進める。 

事業開始年度 プラン計画期間内（新規） 

実 施 主 体 県 
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事 業 名 みやぎの景観形成事業 

趣 旨 ・ 目 的 自然や歴史的街並みなど個性ある資源を積極的に活かしながら，良好な景観形成に取

り組む地域を支援しようとするもの。 

事 業 内 容 

平成１８年度に改訂した（仮称）新・宮城県景観形成指針の普及・啓発に努める。 
また，景観法に基づく景観行政団体になろうとする市町村に対し，景観計画づくりへ

の支援や，景観ポータルサイト開設による各種情報提供（景観アドバイザー等）を行う。

その他，景観形成を進めるに当たっては，行政のみではなく県民全体での取組が必要

であるため，シンポジウムの開催により，景観に関する県民意識の高揚を図る。 
■具体的取組例 
・景観シンポジウムの開催 
・顕彰制度の創設 
・景観百選選定事業 
・景観ポータルサイトの開設 
・景観教育の普及 

事業開始年度 プラン計画期間内（新規） 

実 施 主 体 県 
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事 業 名 自然環境保全対策事業 

趣 旨 ・ 目 的 

国定公園の中でも原生的な自然が残るなど，特に厳重に自然景観を維持する必要

がある「特別保護地区」，良好な自然環境を有する「蒲生干潟」，世界に誇り得るラ

ムサール条約湿地である「伊豆沼・内沼」において，保全対策事業を実施し，優れ

た自然景観の保全修復等を図るもの。 

事 業 内 容 

１）国定公園保全対策事業（S５４～，実施主体：県）    
① 栗駒国定公園保全対策 

栗駒山雪田地域において，高山植生群落の保護復元を図るためのボランティア

による植栽作業や植生復元施設(階段工)の整備を計画的に実施する。 
② 南三陸金華山国定公園保全対策 

金華山島において，森林群落の復元を図るための防鹿柵の設置を計画的に実施

するとともに，島内に生息するニホンジカ等の頭数や植生生育調査を行う。  
２）蒲生干潟自然再生推進事業（H１４～，実施主体：県・蒲生干潟自然再生協議会）

蒲生干潟自然再生協議会は，宮城県，仙台市，環境省東北地方環境事務所，日

本野鳥の会宮城県支部，蒲生を守る会の５団体が共同で協議会事務局の運営を行

っており，平成１８年度には「蒲生干潟自然再生全体構想」を策定，今後，同構

想に基づく実施計画を各実施者が策定の上，事業を実施する。 
３）伊豆沼・内沼環境保全対策事業（H５～，実施主体：県） 

既存の「伊豆沼・内沼環境保全対策基本計画」を見直し，新たな計画に基づき，

水環境の回復や生物多様性の保全に向けた実効ある保全対策事業を実施する。 
また，自然再生推進法に基づいた伊豆沼・内沼自然再生事業の導入も視野に入

れながら，地域住民，専門家，ＮＰＯ，関係行政機関等の多様な主体の参加と連

携による推進体制を整備する。 

事業開始年度 継続事業 

実 施 主 体 県・蒲生干潟自然再生協議会 

 
栗駒国定公園（雪田ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱ植栽作業）     栗駒国定公園（雪田植生復元対策工事） 

 
蒲生干潟の天然記念物コクガン          伊豆沼・内沼の落雁風景 
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事 業 名 
みやぎグリーン･ツーリズム推進協議会活動支援事業 
（グリーン･ツーリズム促進支援事業） 

趣 旨 ・ 目 的 

農山漁村地域活性化の一環として，都市住民が農山漁村地域の持つ景観，食材，伝統

文化等を活用した体験・交流を行うグリーン･ツーリズムを一層推進するため，効率的な

情報の受発信や啓発・普及などを，実践者，消費者，公共団体，その他関係機関が連携

して行える広域的なネットワークを構築し，各分野において個別の取組が多い現状から，

実践する側と利用する側両方の視点に立った課題の整理と，組織的な課題解決へと流れ

を変え質の向上を図るとともに，永続的な農山漁村地域の活性化に必要な自立した取組

を実現するため，全県を範囲とする民間推進組織である「みやぎグリーン･ツーリズム推

進協議会」の活動を支援するもの。 
 

事 業 内 容 

みやぎグリーン･ツーリズム推進協議会が実施する事業を補助するとともに，必要に応

じて助言・提案を行い，関係機関（旅行会社，教育研究機関等）との連携による効果が

発揮できる事業展開へと導いていく。 

■推進協議会の目的 

・グリーン･ツーリズムの啓発・普及 

・グリーン･ツーリズムの情報受発信 

・グリーン･ツーリズムの実践化支援 

・都市住民と農山漁村の受入調整 

事業開始年度 Ｈ１７年度 

実 施 主 体 県 
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Ⅲ 観光王国みやぎを「ととのえる」観光施策の展開  
－みやぎの連携・組織づくりプロジェクト(みやぎの連携と組織をととのえる)－ 

観光王国みやぎの実現を図るため，官民など各主体間の連携の強化や地域力を高める

ための県内組織の強化，また，広く東北６県などの広域連携の体系化など観光産業の

振興を推進する体制，地域力・観光力を支える組織体制を整えます。 

① みやぎの地域力向上組織構築   

観光王国みやぎづくりを推進するため，大型観光キャンペーンの開催を契機とし

て県組織体制の在り方を点検し，地域や民間の創意工夫を施策に反映させることの

できる地域支援のための機関へ転換できるよう体制づくりを進めます。 

また，官民が主体的に地域力の向上に取り組み，今後の地域づくりのきっかけ，

観光資源を生み出す場として引き継がれるような組織づくりや強化策を行います。 
■戦略事業  
 

 
 
 
 

② みやぎ東北ぐるっと連携  

現在進められている広域連携を観光振興の視点からテーマ，誘客対象，目的等

により改めて体系化，再構築して，新たな磨き上げを行い，効果的な仕組みとな

るよう進めていきます。 

また，多様化する観光ニーズに対応するため，地域実情に即したランドオペレ

ーター※機能の充実を図るなど，取り組みやすく，かつ，実効性のある仕組みとし

ていきます。 
■戦略事業  
 

 
 
 
 
 
 
 

※ 地域の観光案内やホテルやレストランの手配などをすること。 

・全国大型観光キャンペーン宮城県実施推進本部整備事業（県組織体制の整備） 
・仙台・宮城デスティネーションキャンペーン（ＤＣ）推進事業（地域部会の整備）

・みやぎ大型観光キャンペーン推進組織整備事業（観光連盟の強化） 

 

●その他プラン策定期間内に重点的に取り組む事業 

・広域連携の推進 
・各種協議会の統合整理 

・みやぎ発東北観光体制整備事業 
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③ 各主体の役割分担  

本県の観光力の向上に関しては，観光関連団体・民間事業者・県民・市町村がそ

れぞれに期待される役割を担い，主体的に行動することが不可欠です。 

「観光」を総合産業として持続可能なものとしていくため，各主体がその担い手

としての力を十分に発揮し得るよう，各主体間の調整役など県としての役割を着実

に果たしていきます。 

 
 
 

観光関連団体に期待する役割 

観光関連の民間事業者などの接遇，サービスの向上のため，研修制度の充実を

図るとともに，関係機関と連携し，観光情報の収集や誘客のためのＰＲ活動を積

極的に展開します。 
具体的取組例示 

● 戦略的観光キャンペーンの展開 

● 訪問者のニーズに対応したサービスの提供，情報発信 

● サービスの質の向上に寄与する人材の育成と確保 

● 観光関連情報の収集と提供，誘客ＰＲ活動を実施 

● 接遇サービス・ホスピタリティ向上などの研修 

● ホスピタリティ産業等に対する助言 

● 個々の事業者が連携した事業の展開を推進 

● 異なる観光事業者同士や異業種とのネットワークの構築 

● 観光振興や地域づくりを進める組織の育成・強化 
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民間事業者に期待する役割 

観光王国みやぎの実現の主要な担い手として，地域資源を積極的に活用すると

ともに，観光客の方に対するホスピタリティの向上に努め，受入態勢の充実を図

ります。 
具体的取組例示 

● 従業員教育の充実，ホスピタリティの向上 

● 時代の要請にこたえるメニューづくりや施設整備 

● 新たな魅力づくりのために地域と連携，磨き上げ 

● 他産業との連携など多様なネットワークづくり 

● 地域住民と一体となった地域づくり，まちづくり 

 
 

県民に期待する役割 

一人一人が地域の自然や文化に対する知識と誇りを持ち，また，宮城の観光情

報発信の担い手となり，訪れる観光客の方を温かく迎えます。 
具体的取組例示 

● 日ごろから訪問者への「こんにちは」などあいさつの実践 

● 花を植える，ごみを拾うなどみやぎの環境美化の実践 

● 観光ボランティアなどの活動への参加 

● 訪問者と地域との積極的な観光交流の促進 

● 地域の自然や歴史・文化遺産の保護保全，伝統行事等の継承への取組 

● 自らがみやぎに誇りを持ち，愛着を感じる魅力ある地域づくりへの自発的参加

● ＮＰＯ，ボランティア間の情報の共有や協力体制の確立 

 

 

市町村に期待する役割 

観光振興方策を樹立し，地域の観光関連団体，観光関連の民間事業者，地域住

民と連携するとともに，県内外の隣接市町村と連携し，地域資源を活用しながら，

具体的な施策を展開します。 
具体的取組例示 

● 地域の特性を活かした魅力ある地域づくりを推進 

● 地域資源の一層の磨き上げなどブラッシュアップの推進 

● 地域内の観光関連情報の収集と提供 

● 県や観光連盟と連携した地域のＰＲを推進 

● 観光関係者の取組に対する支援や調整 

● 地域住民の観光に対する理解の促進 

● 観光施設にかかわる基盤施設などの整備を推進 

● 県や観光関係団体と連携による民間事業者の支援 

● 地域内外との広域的な連携の推進 

 



－ 52 － 

 

県の役割 

総合的な観光行政推進の見地から，市町村，観光関連団体，観光関連の民間事

業者，地域住民と連携し，また，東北各県などと広域的な連携を図りながら，施

策を展開します。 
具体的取組例示  

● みやぎの観光振興の方向性の提示 

● みやぎのイメージ創出と情報発信の推進 

● 全県的な観光客の誘致促進や宣伝活動などを連携して展開 

● 国や東北各県との連携による広域観光や国際観光の振興 

● 観光全般に関しての調査・分析や情報の提供 

● みやぎの観光交流を担う人材の育成を推進 

● 観光施設にかかわる基盤施設などの整備を推進 

● 観光産業と異業種の連携の調整 

● 市町村や民間の観光関連事業に対する支援や調整 

● 関連主体間の広域的な連携の調整，ネットワークづくりの推進 
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戦 略 事 業 

事 業 名 全国大型観光キャンペーン宮城県実施推進本部整備事業 

趣 旨 ・ 目 的 
平成 20 年の仙台・宮城デスティネーションキャンペーンの中心的役割を担う宮城県が

主体的に取り組む各種の事業を円滑に推進するため，庁内組織の体制を強化する。 
 

事 業 内 容 

仙台・宮城デスティネーションキャンペーンの実施に当たって宮城県が担うことにな

る事業の総合調整及び進行管理を行う。 
仙台・宮城デスティネーションキャンペーン推進協議会との連携の下，各地域の積極

的な取組や盛り上がりを助長するための様々な仕掛けや取組を全庁挙げて推進する。 
・仙台・宮城デスティネーションキャンペーン宮城県実施推進本部の設置，運営 
・仙台・宮城デスティネーションキャンペーン産業経済部推進部会の設置，運営 

事業開始年度 プラン計画期間内（新規） 

実 施 主 体 県 

 

 

事 業 名 仙台・宮城デスティネーションキャンペーン推進事業（再掲） 

趣 旨 ・ 目 的 （再掲） 

事 業 内 容 

（再掲） 
 官民一体となった推進組織を設置する。 
・仙台・宮城デスティネーションキャンペーン推進協議会の設置，運営 
・仙台・宮城デスティネーションキャンペーン推進協議会地域部会の設置，運営 

事業開始年度 プラン計画期間内（新規） 

実 施 主 体 仙台・宮城デスティネーションキャンペーン推進協議会 
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事 業 名 みやぎ大型観光キャンペーン推進組織整備事業 

趣 旨 ・ 目 的 

平成 20 年の仙台・宮城デスティネーションキャンペーンを成功に導き，その成功体験

による民間の盛り上がりを発展・移行させて，県内各地域における観光客受入態勢を後

年に引き継ぎ，将来的に安定した県内統一の宣伝活動を実施する，ポスト仙台・宮城デ

スティネーションキャンペーンを担う，官民一体となった推進組織を設置し，機能的な

プロモーション活動を行う。 
 

事 業 内 容 

県内一円で統一的に大型観光キャンペーンを推進できる組織を設け，宮城県観光連盟

との連携・強化を図りながら，宣伝の重点化や旅行商品の企画などを行い，観光客の誘

致促進・態勢整備を推進する。 
・ 大型観光キャンペーンの推進 
・ 国内プロモーション※１の重点化 
・ 旅行商品の企画 
・ インバウンド※２の重点支援 
・ 旅行エージェント招へい 
・ 県観光連盟との協働 

事業開始年度 プラン計画期間内（新規） 

実 施 主 体 民間・市町村・県 

※１ 誘客のための宣伝 
※２ 外国人観光客誘致 

ポストDC（デスキャン）に向けて●

仙台・宮城デスティネーションキャンペーン推進協議会

成功体験による発展・移行

民間の盛り上がりH21.４～

みやぎ観光キャンペーン推進組織
民間（観光協会・観光事業者等 ・県・市町村）

着 発 エ 旅 国 イ 大

地 地 ｜ 行 内 ン 型

情 情 ジ 商 プ バ 観

報 報 ェ 品 ロ ウ 光

発 発 ン 企 モ ン キ

例示信 信 ト 画 ｜ ド ャ

県内を３つ招 シ の ン

（ ）へ ョ 重 ペ 県北・県央・県南

，い ン 点 ｜ の重点地区に分けて

年次ごとに重点宣伝の 支 ン

重 援 の

点 推

進化

宮城県観光連盟との連携・強化

●ポストデスティネーションキャンペーン（DC）に向けて 
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事 業 名 みやぎ発東北観光体制整備事業 

趣 旨 ・ 目 的 

東北のゲートウェイを有する本県が東北の起点としての役割を果たすことが望まれ

る。 
東北観光を推進する体制づくりを進めるため，官民一体による推進体制の整備と東北

観光戦略を展開する。 

事 業 内 容 

官民一体による推進主体として東北六県観光推進協議会と東北広域観光推進協議会を

統合し，東北の観光戦略を展開する実行組織「東北観光推進機構（仮称）」を常設機関と

して設置し，東北が一体となって効果的・効率的に推進できる事業を東北観光戦略と位

置付けて取り組む。 
・東北観光戦略の企画立案 
・東北観光戦略事業の実施 
・東北観光の国外宣伝の推進 
・東北観光の国内宣伝の推進 

事業開始年度 プラン計画期間内（新規） 

実 施 主 体 民間・東北７県 
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６ 進行管理                             

当プランは，その着実な事業化を図るため数値目標等を設定することとしており，これ

らについて，県の行政評価システムによる評価及び進行管理を実施していきます。また，

事業進ちょく状況の判断の過程において有識者・県民の意見を一層取り入れる仕組みを整

えていきます。 
 
 
 
 
■プランの推進に向けて 
  みやぎ観光戦略プランの実効性を高めるため，プロジェクトチームを編成し，戦略事業の実施

状況の検証や，広域ルートの商品づくりや観光資源の磨き上げなど地域での取組に継続的に参画

して，観光戦略プランの効果を高めていきます。 

みやぎが元気に豊かになる富県づくり 

情報発信・誘客プロジェクト 

みやぎの魅力創出プロジェクト 

連携・組織づくりプロジェクト

みやぎ観光戦略プロジェクトチームによるプランの推進 

みやぎ観光戦略プロジェクトチーム 

■戦略プランプロジェクト(DC推進協議会

関係を除く）の検証，広域ルートの商品づく

りや観光資源の磨き上げなど地域での取組

に継続的に参画・支援 
■構成：・有識者・観光事業者 
        ・市町村・県 

観光戦略プランプロジェクトの進行管理 
・特にみやぎの魅力創出プロジェクト実行へ向け

た地域参画・支援 

・観光戦略プランの理念普及啓発 
・ 地域の観光戦略への支援 
・ 地域連携の強化 
・広域ルートの開拓支援 等 

何度も訪れたくなる観光地みやぎづくり 

みやぎ観光戦略プラン推進体制イメージ

観光王国みやぎの推進 
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「一期一会」 ～ おもてなしの心   
仙台商工会議所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上，仙台七夕まつりにボランティアとして協力いただ

いた高校生の感想です。 

仙台七夕まつりには、毎年、県内外から 200 万人にも

上る観光客が訪れるため，市民の方々の他，高校生の皆さ

んにもボランティアとしてご協力いただいております。 

わずか 3 日間のボランティアではありましたが，最後

に書いてもらった感想の中には，貴重な経験や思い，そ 

して私たちが学ぶべきことがたくさん詰まっていました。 

このボランティアに参加したのは，「今年は少し違う立

場に立ってみるのも面白いかもしれない」と思ったのが

きっかけでした。 

たくさんの人との触れ合いの中で，私は相手の事を考

えて行動する事の大切さを勉強できました。子供に接す

る時にはきちんと子供の目線に合わせて話す，お年寄り

に紹介するお店は，なるべく近くの，あまり歩かないと

ころがいいなど，簡単な事なのですが，とても大切な事

だと思います。 

観光客の方の中で，私がとても印象に残っている人が

います。その人は，私にトイレの場所を尋ねてきました。

私はそれに答えてあげました。ただそれだけの事だった

のですが，その人はわざわざ戻ってきて，「ありがとう。

あんた気に入ったからこれやるわ。」と，カエルの木彫り

をくれました。ご自分で彫ったものだそうです。この話

は去年の話です。私がボランティアに参加するのは今年

が２年目なのですが，今年も参加したのは，もしかした

らその人にもう一度会えるかもしれないという思いもあ

ったからでした。その人に会って，一言お礼を言いたか

ったからでした。ところが，残念ながらその人には会え

ませんでした。まさに「一期一会」とはこの事だと実感

させられました。でも，こんな素敵な体験は，そうは出

来る事ではありません。ですから，このボランティアを

是非後輩にもしてほしいと思います。 

日本一のスケールを誇る仙台七夕まつりは今年も多くの人で賑

わい，仙台の街は豪華な竹飾りでいっぱいになりました。 

私の仕事は，パンフレットや観光地図の配布，道案内が中心で

した。私は相手の方に失礼のないように心がけました。もし私た

ちの服装がだらしなかったり，態度が無愛想だったりしたなら，

せっかく来て下さったお客様が嫌な思いになったり，仙台の街の

印象が悪くなってしまったりしてしまいます。仙台にもう一度行

ってみたいと思っていただけるように，私は元気でそして笑顔で，

小さな子供から高齢者の方までの様々な方と触れ合いました。 

そうする事で，自分自身も普段とは違った角度から仙台を見る

事ができ，前よりも自分の住む街に興味を抱くようになりました。

仙台の街，そして仙台七夕がたくさんの人に愛され支えられな

がら歴史を刻んでいき，これからも様々な分野で発展していく事

を期待していきたいです。 

協
働
に
よ
る
新
た
な
観
光
資
源
づ
く
り 

 
 

 

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所 

 

仙
南
の
地
域
資
源
を
魅
力
あ
る
も
の
と
し
て
磨
き
上
げ
、
仙
南
地
域
を
訪
れ
る
観
光
客
が
ま
た
来
て
み
た

い
と
実
感
で
き
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
新
し
い
観
光
資
源
『
み
や
ぎ
蔵
王
三
十
六
景
』
を
平
成
15
年
度
に

創
り
だ
し
ま
し
た
。
み
や
ぎ
蔵
王
三
十
六
景
と
は
、
仙
南
２
市
７
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
か
ら
風
景
の
中
に

〈
み
や
ぎ
蔵
王
連
峰
〉
を
望
め
る
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ッ
ト
で
、
450
人
の
県
民
の
方
々
か
ら

１３４
か
所
の
推
薦
を

い
た
だ
き
、
そ
の
中
か
ら
36
か
所
を
選
定
し
ま
し
た
。 

 

選
定
さ
れ
た
『
み
や
ぎ
蔵
王
三
十
六
景
』
を
普
及
推
進
す
る
た
め
、
３
つ
の
基
本
理
念
と
し
て
「
食
と
観

光
の
連
携
」
、「
食
と
観
光
の
仙
南
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」、「
住
民
協
働
」
を
掲
げ
、「
楽
し
む
」
、「
広
め
る
」
そ

し
て
「
商
う
」
の
３
本
柱
を
戦
略
と
し
た
展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
三
十
六
景
を
地
域
共
有
の
財
産
と
す
る
た
め
、
は
じ
め
に 

取
り
組
ん
だ
の
は
、
市
町
や
商
工
団
体
、
さ
ら
に
は
地
域
の
住
民
の
皆
さ 

ん
の
協
力
を
得
て
、
仙
南
の
杉
間
伐
材
で
つ
く
っ
た
選
定
地
表
示
看
板
を 

設
置
し
、
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
し
た
。
つ
ぎ
に
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー 

ク
を
宮
城
大
学
生
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
で
製
作
し
、
そ
の
後
、
三
十
六
景 

の
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
配
布
を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
人
が 

多
く
集
ま
る
駅
な
ど
公
共
施
設
を
利
用
し
て
、
三
十
六
景
の
写
真
展
を
定 

期
的
に
開
催
し
、
選
定
地
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

平
成
１７
年
度
か
ら
は
活
動
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、
市
町
と
の
連
携
で
情 

報
冊
子
「
み
や
ぎ
蔵
王
36
（
山
麓
）
物
語
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の 

情
報
冊
子
は
、
仙
南
の
体
験
施
設
、
農
産
物
直
売
所
、
温
泉
施
設
、
温
泉 

効
能
等
の
情
報
を
紹
介
し
た
も
の
で
、
観
光
案
内
所
等
で
配
布
し
誘
客
を 

図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
季
折
々
の
三
十
六
景
を
撮
影
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
も
募
集
し
、
撮

影
さ
れ
た
写
真
を
青
葉
通
り
地
下
道
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
で
写
真
展
と
し
て
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
更

に
拡
大
し
、
平
成
１８
年
春
に
は
こ
の
写
真
展
を
仙
台
駅
２
階
コ
ン
コ
ー
ス
で
開
催
し
、
同
時
に
市
町
や
観
光

関
係
者
、
地
域
団
体
と
の
協
働
で
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
と
の
連
携
に

お
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
商
品
「
駅
長
オ
ス
ス
メ
の
小
さ
な
旅
」
や
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
の
素
材
と
し
て
企
画 

提
案
し
、
三
十
六
景
が
旅
行
商
品
と
し
て
も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
三
十 

六
景
は
観
光
振
興
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
産
業
面
に
お
い
て
も
活
用
が
図
ら 

れ
、
地
場
産
品
の
ゆ
う
パ
ッ
ク
販
売
で
は
特
産
品
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
が
相
互 

に
期
待
さ
れ
る
と
し
て
、
三
十
六
景
の
写
真
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
村
田
町 

特
産
そ
ら
ま
め
ゆ
う
パ
ッ
ク
申
込
書
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
『
み 

や
ぎ
蔵
王
三
十
六
景
』
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
地
域
の
方
々
が
自
分 

た
ち
の
誇
り
・
財
産
と
し
て
そ
の
魅
力
を
常
に
発
信
し
、
ま
た
各
関
係
団
体 

が
観
光
な
ど
各
産
業
に
お
い
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
県
や
市
町
が
「
み
や
ぎ 

蔵
王
三
十
六
景
ブ
ラ
ン
ド
創
造
会
議
」
な
ど
を
と
お
し
て
多
面
的
に
支
援
す 

る
こ
と
で
、
人
々
に
広
く
『
み
や
ぎ
蔵
王
三
十
六
景
』
が
知
ら
れ
る
よ
う
に 

な
り
、
ひ
い
て
は
そ
の
活
動
が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
展
開
し
て 

ま
い
り
ま
す
。 

７ 県内の取組事例紹介（コラム）                  
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市
民
の
手
で
市
民
の
財
産
を
守
る 

～ 

お
も
て
な
し
の
心
大
改
革
！ 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

不
忘
ア
ザ
レ
ア 

 

遠
藤 

一
夫
氏

 
 

経
営
し
て
い
た
企
業
が
破
綻
し
て
し
ま
っ
た
「
白
石
ス
キ
ー
場
」
を
、
市
民
の
要
望 

を
受
け
て
白
石
市
が
無
償
譲
渡
を
受
け
た
の
が
、
平
成
１１
年
１
月
の
こ
と
で
す
。
市
民 

か
ら
親
し
ま
れ
て
い
た
ス
キ
ー
場
を
観
光
地
と
し
て
、
そ
し
て
地
元
の
財
産
と
し
て
残 

し
た
い
と
い
う
市
民
の
強
い
思
い
か
ら
「
運
営
は
市
民
の
手
で
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、 

立
ち
上
が
っ
た
の
が
「
NPO
法
人
不
忘
ア
ザ
レ
ア
」
で
し
た
。
当
初
は
、
ス
キ
ー
場
の
管 

理
運
営
を
目
的
と
す
る
NPO
が
成
り
立
つ
の
か
、
索
道(

リ
フ
ト)

の
事
業
免
許
を
NPO
が
受 

け
ら
れ
る
の
か
、
等
々
課
題
は
山
積
…
。
し
か
し
、
会
員
の
そ
し
て
市
民
の
「
白
石
ス 

キ
ー
場
」
へ
の
熱
い
思
い
か
ら
、
一
つ
ず
つ
課
題
を
解
決
し
、
平
成
11
年
12
月
に
NPO 

の
運
営
す
る
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
す
。 

オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
内
数
箇
所
に
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
所
を
設
置
し
て
、
お
客
様
か
ら
意

見
を
い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
意
見
は
定
期
的
に
ま
ず
現
場
責
任
者
が
見
て
、
管
理
事
務
所
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め
る
全
ス
タ
ッ
フ
に
回
覧
し
た
上
で
、
ア
ザ
レ
ア
の
中
枢
で
あ
る
理
事
会
へ
持
っ
て
い
く
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
、
今
ま
で
の
縦
に
下
り
て
き
て
い
た
指
示
で
は
直
せ
な
か
っ
た
営
業
課
題
が
あ
っ
さ
り
解
消

し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
ぼ
全
員
が
ア
ザ
レ
ア
の
会
員
で
す
。「
自
分
た
ち
が
働
く
場
を
市
民
と
し
て
残
し
た

の
だ
」
と
い
う
思
い
で
経
営
そ
の
も
の
に
関
心
を
持
ち
、
ア
ザ
レ
ア
の
体
制
を
監
督
す
る
立
場
に
も
ま
わ
っ
て

い
る
訳
で
す
か
ら
、
お
の
ず
と
意
識
も
変
わ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
お
客
様
の
生
の
声
に
は
当
然
敏
感
に
反
応
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
と
て
も
大
き
な
改
革
で
し
た
。 

白
石
ス
キ
ー
場
は
大
変
小
規
模
な
ス
キ
ー
場
で
す
。
大
規
模
修
繕
や
施
設
整
備
は
市
が
行
い
、
常
に
協
議
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
委
託
料
は
一
切
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
あ
っ
て
設
備
投
資
が
ほ
と

ん
ど
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
大
型
ス
キ
ー
場
と
は
違
い
、
大
半
の
業
務
が
手
動
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

「
で
き
な
い
！
」
で
は
な
く
て
、「
そ
れ
で
も
で
き
る
こ
と
を
！
」
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
お
客
様
は
支
払
っ
た

お
金
に
見
合
う
サ
ー
ビ
ス
を
要
求
し
ま
す
。
NPO
だ
か
ら
で
き
な
い
と
い
う
理
論
は
成
立
し
な
い
の
で
す
。
さ
ら

に
、
私
た
ち
に
は
市
民
の
た
め
に
市
民
の
力
で
こ
の
ス
キ
ー
場
を
残
し
て
い
こ 

う
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
自
分
た
ち
の
思
い
と
市
民
や
利
用
者 

の
要
望
を
必
ず
す
り
合
わ
せ
し
て
進
む
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
仕 

事
は
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
環
境
を
題
材
と
し
た
研
究
会 

や
学
習
会
、
植
栽
活
動
、
清
掃
登
山
な
ど
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
も
白
石
蔵
王
の 

自
然
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
山
野
草
の 

研
究
会
、
清
掃
登
山
、
星
の
観
察
会
等
、
会
員
の
た
め
の
勉
強
会
も
実
施
し
、 

自
分
た
ち
自
身
も
常
に
山
を
学
習
し
て
い
ま
す
。 

今
後
は
、
白
石
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
NPO
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
そ
し
て
地

元
の
団
体
や
温
泉
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を 

取
り
入
れ
て
、
団
体
と
し
て
さ
ら
に
成
長
し
、
市
民
の
大
切
な
財
産
で
も
あ
る 

「
白
石
ス
キ
ー
場
」
を
皆
に
誇
れ
る
観
光
地
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

旅
館
、
商
店
、
地
域
住
民
…
垣
根
を
越
え
た
地
域
づ
く
り 東

鳴
子
ゆ
め
会
議 

 

大
沼 

伸
治
氏 

 
 

か
つ
て
伊
達
藩
の
御
用
湯
で
あ
る
「
御
殿
湯
」
が
置
か
れ
て
い
た
東
鳴
子
温
泉
は
、 

そ
の
湯
の
良
さ
で
世
に
知
ら
れ
、
宮
城
県
内
を
中
心
に
近
隣
県
か
ら
も
多
く
の
湯
治 

客
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
高
度
成
長
後
、
主
た
る
客
層
で
あ
る
第
一
次
産
業 

の
構
造
的
不
況
や
バ
ブ
ル
後
の
需
要
不
振
…
客
不
足
の
波
は
東
鳴
子
温
泉
に
も
着
実 

に
押
し
寄
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
漠
然
と
し
た
不
安
は
誰
も
が
持
っ
て 

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
声
を
上
げ
る
人
が
い
な
い
ま
ま
東
鳴
子
温
泉
は
深 

刻
な
状
況
に
陥
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
す
。 

そ
こ
で
、

2002
年
3
月
、
危
機
感
を
抱
い
た
旅
館
青
年
部
が
立
ち
上
が
り
、
観
光
協
会
や
旅
館
組
合
の
総
会
の

場
で
地
域
づ
く
り
の
必
要
性
を
訴
え
た
の
で
す
。 

① 

現
代
の
湯
治
場
作
り
を
目
指
す 

② 

ま
ず
自
分
た
ち
が
楽
し
め
、
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る 

③ 

明
治
43
年
の
大
洪
水
で
損
壊
し
た
「
御
殿
湯
」
の
復
活
を
果
た
す 

そ
の
時
に
掲
げ
た
の
が
こ
の
３
つ
の
目
標
で
し
た
。 

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ま 

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
住
民
組
織
の
東
鳴
子
親
交
会
、
旅
館
組
織
の 

東
鳴
子
旅
館
組
合
、
商
店
な
ど
事
業
主
も
属
す
る
東
鳴
子
観
光
協
会
を
合
体
さ
せ 

た
「
東
鳴
子
ゆ
め
会
議
」
が
発
足
し
た
の
で
す
。 

し
か
し
、
旅
館
、
商
店
、
そ
し
て
住
民
の
間
に
あ
っ
た
目
に
見
え
な
い
垣
根
を 

越
え
、
皆
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
は
容
易
な
こ 

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に
相
談
し
、
事
例
を
学
び
、 

そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
す
る
人
々
に
よ
る
応
援
を
得
て
、 

少
し
ず
つ
周
り
を
巻
き
込
み
な
が
ら
一
歩
一
歩
前
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。 

2004
年
に
は
昭
和
27
年
に
開
業
し
た
Ｊ
Ｒ
鳴
子
御
殿
湯
駅
が
半
世
紀
ぶ
り 

に
完
全
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
地
域
づ
く
り
に 

対
す
る
追
い
風
が
増
し
た
と
感
じ
た
出
来 

事
で
し
た
。
そ
の
後
も
、
ア
ー
ト
や
音
楽
な
ど
と
「
湯
治
」
を
組
み
合
わ
せ 

た
「G

O
T

E
M

 
G

O
T

E
N

 

2005
～

2006
ア
ー
ト
湯
治
祭
」
を
は
じ
め
と
し
、 

新
た
な
事
業
を
計
画
、
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
が
話
題
を
呼
び
、 

人
を
呼
び
、
さ
ら
に
人
が
人
を
連
れ
て
く
る
、
そ
ん
な
人
と
人
の
交
流
に
よ 

っ
て
「
東
鳴
子
ゆ
め
会
議
」
は
支
え
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。 

「
東
鳴
子
ゆ
め
会
議
」
は
、
や
っ
と
走
り
始
め
た
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か 

ら
は
、
さ
ら
に
地
域
の
一
体
化
を
推
進
し
、
他
の
温
泉
地
や
地
域
と
の
連
携 

を
深
め
、
そ
し
て
中
長
期
的
目
標
で
も
あ
る
御
殿
湯
復
活
を
実
現
さ
せ
た
い 

と
考
え
て
い
ま
す
。 
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グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
し
た
「
都
市
」
と
「
農
家
」
の
交
流 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

加
美
町
グ
リ
ー
ン･

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議 

 

後
藤 

新
平
氏 

 
 

加
美
町
グ
リ
ー
ン･

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
の
始
ま
り
は
、
平
成
15
年
4
月
の
合
併 

以
前
、
平
成
8
年
の
小
野
田
町
グ
リ
ー
ン･

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
発
足
に
遡
り
ま
す
。 

 

小
野
田
町
は
宮
城
県
北
部
に
位
置
し
、
豊
か
な
自
然
を
有
す
る
薬
莱
山
を
町
の
シ
ン 

ボ
ル
と
す
る
、
米
・
畜
産
の
農
山
村
で
し
た
が
、
人
口
の
過
疎
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら 

ず
、
町
は
そ
の
対
策
に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
当
時
の
町
長
が
100
万
人
交 

流
の
町
づ
く
り
政
策
を
考
え
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
町
が
交
流
に
必
要
な
施
設
を 

作
り
、
民
が
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
100
万
人
交
流
の
町
づ
く
り
を
考
え
る
、
そ
の
流
れ
の 

中
で
、
現
在
の
グ
リ
ー
ン･

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
の
前
身
と
な
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
推
進
協 

議
会
が
立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。 

 

推
進
会
議
の
主
な
活
動
の
ひ
と
つ
が
仙
台
近
郊
の
中
学
生
の
「
体
験
受
入
事
業
」
で
す
。
元
々
は
旅
行
会
社

か
ら
の
持
ち
込
み
で
始
ま
り
ま
し
た
。
１
軒
の
農
家
に
4
人
程
度
の
生
徒
が
泊
ま
り
、
そ
の
ま
ま
そ
の
農
家
で

農
業
も
生
活
も
体
験
す
る
と
い
う
農
家
民
泊
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、
当
初
は
受
け
入
れ
て
く
れ
る
農
家
も
少
な

く
、
１
軒
１
軒
直
接
交
渉
を
し
て
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
受
入
農
家
登
録
数
も
現
在
で
は

約
40
軒
、
受
入
農
家
同
士
の
つ
な
が
り
も
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
の
受
入
も
平
成
14
年
度

の
開
始
か
ら
、
延
べ
14
校
、

2，700
人
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
体
験
受
入
事
業
」
は
、
中
学
生
に
と
っ
て
は
「
地
域
に
根
ざ
し
た
人
々
の
営
み
を
体
験
す
る
こ
と
で
自
分

た
ち
の
地
域
を
見
つ
め
な
お
し
『
生
き
る
こ
と
、
生
活
す
る
こ
と
』
を
考
え
る
機
会
に
す
る
」
、
一
方
受
入
農
家

に
と
っ
て
も
、「
都
市
の
子
供
た
ち
と
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
た
ち
の
地
域
の
良
さ
を
再
発
見
し
、
地
域
の

活
性
化
に
結
び
つ
け
る
」
と
い
う
直
接
的
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
農
家
と
子
供
た
ち
、
地
域

と
地
域
の
交
流
と
い
う
波
及
効
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
の
仙
台
・
松
陵
地
域
、
中
山
地
域
と
の
交
流
は
、

正
に
体
験
受
入
事
業
の
成
果
で
あ
り
、
同
時
に
農
家
の
中
に
も
、
事
業
を
通
じ
て
都
市
の
生
活
や
人
た
ち
と
向

き
合
い
、
そ
し
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

約
10
年
前
、
加
美
は
過
疎
化
に
悩
ん
だ
地
域
で
し 

た
。
し
か
し
、
今
で
は
年
間
60
万
人
、
加
美
全
体
で 

も
80
万
人
を
超
す
観
光
客
入
込
み
数
が
あ
り
、
経
済 

効
果
も
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
、
推
進 

会
議
の
組
織
運
営
は
町
の
補
助
金
と
人
的
協
力
に
よ 

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
ひ
と
り
立
ち
で
き
る
見 

通
し
は
か
な
り
遠
い
の
が
現
状
で
す
。
事
業
内
容
も 

営
利
事
業
で
は
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
色
合
い
が 

濃
い
こ
と
も
原
因
と
い
え
ま
す
。
今
後
は
、
地
域
全 

体
が
「
新
た
な
農
業
を
創
造
す
る
地
域
」
と
し
て
立
ち
上
が
り
、
体
験
民
宿
の 

増
加
や
都
市
農
村
交
流
の
機
会
創
出
な
ど
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
産
業
の
展
開
に
つ 

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

イ
エ
ロ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て 

～ 

資
源
循
環
の
取
組
み 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

大
島
大
好
き 

 

白
幡 

昇
一
氏

 
 

大
島
で
は
現
在
、
観
光
客
入
込
み
数
の
減
少
を
食
い
止
め
、
交
流
人
口
を
拡
大
す
る 

た
め
の
策
の
一
つ
と
し
て
「
海
型
体
験
の
地
」
を
目
指
し
て
体
験
学
習
の
受
け
入
れ
を 

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
１１
年
4
月
か
ら
「
大
島
体
験
予
約
セ
ン
タ
ー
」
を 

立
ち
上
げ
、
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
、
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
し
て
き
た
結
果
、
今
で
は
北 

は
北
海
道
か
ら
南
は
関
東
ま
で
数
多
く
の
小
・
中
・
高
校
の
修
学
旅
行
を
受
け
入
れ
、 

平
成
18
年
度
は
34
校
、
約

3，400
人
の
子
供
た
ち
が
島
を
訪
れ
ま
し
た
。 

 

大
島
に
は
『
島
の
体
験
館
』
と
い
う
施
設
し
か
な
い
た
め
、
島
の
自
然
、
海
の
生
業 

が
体
験
学
習
の
重
要
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
島
の
財
産
で
も
あ
る
環
境 

を
守
っ
て
い
く
た
め
、
島
と
い
う
閉
鎖
的
空
間
の
中
で
資
源
を
循
環
で
き
る
仕
組
み
が
で
き
な
い
も
の
か
と

考
え
た
の
が
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
始
ま
り
で
し
た
。
島
を
菜
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
、
菜
種
油
を

採
取
、
そ
れ
を
食
油
と
し
、
使
用
後
の
廃
油
を
再
処
理
し
て
燃
料
と
す
る
…
そ
ん
な
仕
組
み
を
考
え
た
の
で

す
。 そ

し
て
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
た
め
に
立
ち
上
げ
た
の
が
、
NPO
法
人
「
大
島
大
好
き
」
で
し

た
。
平
成
17
年
４
月
、
会
員
わ
ず
か
20
人
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
し
か
し
、
同
年
6
月
に
は
廃
食
油

の
回
収
、
9
月
に
は
菜
の
花
の
播
種
、
12
月
に
は
BDF(

軽
油
代
替
燃
料)
プ
ラ
ン
ト
導
入
、
精
製
等
…
１
年

も
た
た
ぬ
間
に
数
多
く
の
取
組
み
を
行
い
、
現
在
は
会
員
110
人
と
5
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
み
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
若
者
の
意
識
の
高
さ
に
は
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

し
か
し
、
活
動
当
初
は
自
治
体
と
の
温
度
差
に
か
な
り
戸
惑

い
ま
し
た
。
が
、
地
道
な
取
り
組
み
が
次
第
に
地
元
自
治
体
に

も
浸
透
し
、
つ
い
に
市
所
有
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
「
大
島
大
好

き
」
が
精
製
し
た
BDF
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
決
定
し
ま
し
た
。

よ
う
や
く
私
た
ち
の
活
動
が
理
解
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
が
実

感
で
き
た
出
来
事
で
し
た
。 

今
年
5
月
に
も
菜
の
花
は
見
事
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま 

し
た
。
か
つ
て
雑
草
だ
ら
け
だ
っ
た
県
道
の
花
壇
は
鮮
や
か
な

黄
色
に
彩
ら
れ
、
島
を
訪
れ
る
観
光
客
、
そ
し
て
島
民
の
心
も

癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

取
り
組
み
は
気
仙
沼
市
内
の
み
な
ら
ず
、
県
内
で
も
注
目
さ 

れ
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
島
の
自
然
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
は
、
今
や
島
の 

人
々
に
も
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
活
動
を
通
し
て
、
大
島

を
菜
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
、
同
時
に
環
境
活
動
と
体
験
学
習

を
リ
ン
ク
さ
せ
て
環
境
学
習
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
更
な
る 

交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
て
、
も
っ
と
、
も
っ
と
『
元
気
の

あ
る
大
島
』
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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 資   料   編                            
 
１）みやぎ観光戦略プラン懇話会委員                    

 

青木 昌敏  （社）日本ホテル協会宮城県協議会長 

磯田 悠子  みやぎおかみ会会長 
太田  稔   ＪＲ東日本旅客鉄道㈱仙台支社営業部長 
大沼 眞治  宮城県観光誘致協議会長 
小野  晋   東北広域観光推進協議会事務局長 
恩地  宏   恩地観光戦術研究所代表（前 宮城大学教授） 
佐藤  潤   （社）国際観光旅館連盟副会長 
志賀 秀一  東北地域環境研究室代表 
相馬 政岐  仙台エアラインズアソシエーション会長 
高橋  信   日本旅行業協会東北支部長 
千葉 久美  （財）仙台観光コンベンション協会常務理事 
林  昌利  （社）宮城県バス協会会長 

※第１回懇話会は，谷田貝 勲（前 宮城県バス協会会長）が出席 

間庭  洋   仙台商工会議所常務理事 

宮原 育子  宮城大学事業構想学部助教授 

横山 英子  ＮＰＯ法人キューオーエル理事長 

壹岐 雅章  仙台市観光交流課長 

橋本 茂善  気仙沼市観光課長 

佐藤 忠一  大崎市商工観光課長 
伊藤 悦雄  蔵王町農林観光課長 
佐藤 幹夫  松島町産業観光課長 

 
※懇話会委員の役職等は，平成 18 年 11 月 16 日現在のものです。 

 
 
２）みやぎ観光戦略プラン策定の経緯                    
 
１ みやぎ観光戦略プラン懇話会 

第 1 回 平成１８年４月１３日 
【議題】みやぎ観光戦略プラン骨子(案)について 

第２回 平成１８年６月２１日，２２日（２回に分けて開催） 
【議題】各行動主体の役割について 

第３回 平成１８年９月１日 
【議題】みやぎ観光戦略プラン（中間案）について 

第４回 平成１８年１１月１６日 
【議題】みやぎ観光戦略プラン（最終案）について 

  
２ パブリックコメント 

平成１８年１０月６日から２７日まで実施 
６１人から８６件の意見が寄せられました。 

 
３ その他 

有識者へのヒアリング（平成１８年６月から１０月） 
庁内調整会議（平成１８年６月から１１月） 
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３）みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業 

いざなう

事業の目的 事業内容・計画【全体】 担当課等
非予算的

手法
長期的視
野の事業

①みやぎのイメージづくり
宮城県メールマガジン
「メルマガ・みやぎ」

みやぎをよく知ってもらい，本県のイメージ
アップに寄与するため，毎週１回，メールマガ
ジンを発行。随時，記念号も発行。読者数約
４，０００（平成１８年１２月現在）

（１）県内の旬の情報（イベント情報など）を
紹介
（２）県内市町村などと連携し，地域情報・観
光情報を紹介
（３）県産品など，県にゆかりの品を読者にプ
レゼント

広報課

●

みやぎ夢大使 本県のイメージ向上を図るため，県外に居住す
る本県にゆかりのある方々に，みやぎの魅力を
ＰＲしていただくとともに，提言などをいただ
く。現在６３人に委嘱

（１）本県の魅力・情報等を折りに触れてＰＲ
（２）本県に対する意見・提言 （３）県産品
の良さの普及・宣伝　などの活動をお願いして
いる。
　また，県では活動の支援として（１）ＰＲに
必要な名刺・資料等の提供（２）県産品の提供
を行っている。

広報課

●

みやぎコマーシャルタイ
ム

観光情報など県政情報の発信 フルスタ宮城の観客（年間約９０万人）に対
し，大型映像装置により毎試合（年約６５試
合）延べ９０秒のＰＲ映像を放映

企画総務
課 ●

携帯端末等情報発信シス
テム運営事業

消費者や観光客との情報受発信チャンネルの多
様化を図り，観光産業，地域情報，情報関連産
業の活性化等を目指す。

携帯端末向けコンテンツ制作 産業経済
総務課

地域産業振興事業
（各地方振興事務所が実施
する事業によっては「もて
なす」，「ととのえる」に
該当するものもある）

地方振興事務所において，地域の有するニー
ズ・シーズを活かしながら，産業振興を中心と
した地域振興の横断的・一体的な推進を図るも
の。

新商品の開発，県際連携による集客交流の促進
等各地方振興事務所が自主的・主体的に企画・
実施する事業

産業政策
推進室

富県みやぎの産業応援
ネットワーク推進事業

県内及び県外との幅広いネットワークの構築に
より，官民協働による富県みやぎの有機的な推
進体制を整備する。

県内外から様々な形で本県の産業を応援しても
らう「サポーター」を登録し，富県みやぎを推
進するための各種産業施策に関する情報を提供
するとともに，観光や地場産品，イベントなど
の情報発信を促す。また，各分野で活躍してい
る立場からの本県産業への意見・提案をもらい
各分野へ反映させる。

産業政策
推進室

好きです！みやぎ通検定
事業

幅広い層の個人に宮城県の産品や観光地などに
関心を持ってもらい，宮城県のイメージアップ
と集客交流産業等の地域経済の活性化を図る。

宮城県の歴史，観光地，物産，産業，生活文化
など産業関連情報を中心とした知識を測る検定
をネットと県内会場で実施するほか，検定認定
者の集いを実施し，本県情報の全国への発信，
観光来県・県産品購入のきっかけとするなど本
県経済の活性化を図る。

産業政策
推進室

みやぎ蔵王三十六景ラン
クアップ事業（地域産業
振興事業）

「みやぎ蔵王三十六景」の魅力を活用した地域
産業振興を推進する。

「三十六景を楽しむ」，「三十六景を広め
る」，「三十六景で商う」の３つを戦略とし
て，地域の特産品の育成，情報の発信，都市と
の交流等の事業を展開する。

大河原地
方振興事
務所

インターネット観光情報
提供事業

インターネットを活用した観光情報の提供によ
り，観光客の誘致を図る。

観光データベース（日本語，外国語３か国語）
の掲載及びデジタルフォトライブラリーの管
理・運営

観光課

宮城の観光イメージアッ
プ事業

高まった「宮城」の知名度を活かし，本県の観
光ＰＲを集中して展開して「宮城」のイメージ
アップを推進し，本県への観光客等の誘致を促
進する。

○教育旅行誘致促進
○テレビ番組活用宣伝
○観光ポスターの作成

観光課

大型催事における「臨時
観光案内所」開設事業

スポーツイベント等会場内に臨時観光案内所を
開設し，来客への観光案内を行うとともに，案
内を通じてリピーターの確保を図る。

県内で開催される集客力の高いスポーツイベン
ト等の会場内に，手作りの観光案内所を設置運
営し，旬の観光情報を直接提供する。

観光課

●

ハイウェイコミュニケー
ションin東北出展事業

宮城県の観光宣伝 NEXCO東日本が開催する事業へのタイアップ出
展

観光課
●

秋の行楽　みやぎ路誘客
大作戦
～秋色満載みやぎの観光
～

秋から冬に向けての県内への観光客の誘致を図
る。

「秋の紅葉」の時期に，東北自動車道の主要な
SA内に「秋色満載みやぎの観光案内所」を開設
し，職員自らが紅葉スポットの他に温泉をはじ
めとする多彩な魅力を紹介する。

観光課

●

各種観光展等参画事業 首都圏及び県外事務所所在道県等で開催される
観光展において，本県の観光資源を紹介宣伝
し，観光客の誘致促進を図る。

○東北６県観光展
○宮城の観光展
○夏の海と山観光展
○冬の旅・早春の旅観光展

観光課

観光宣伝広告事業 県内の豊富な観光資源を広く紹介し，観光客の
誘致を進める。

観光ポジフイルム等の貸し出し，仙台空港での
コルトン・ポスター掲示，パンフレットの配布
を行う。

観光課

●

国際観光モデル地区観光
施設整備事業

外客誘致法に基づき，栃木県，福島県，山形県
及び本県で策定した「外客誘致計画」の実現に
向けて，外国人受入体制の整備と外国人観光客
誘致のプロモーションを行う。

以下の事業を通じた外国人観光客の受入体制の
整備
○海外旅行博での県の宣伝，外国語パンフレッ
ト作成
○栃木･福島・宮城・山形で協議会を構成。海
外旅行エージェント等の招請，「i」案内所の
職員研修，広域外国語パンフレット作成

観光課

●

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(県事業)

事業名
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いざなう

事業の目的 事業内容・計画【全体】 担当課等
非予算的

手法
長期的視
野の事業

②みやぎ誘客ピンポイント対応
県政首都圏ラジオ番組 首都圏をターゲットとして，観光産業及び食産

業等の振興を図る。
本県の観光資源や食材・物産等を，首都圏を
ターゲットとして広く広報するラジオ番組を制
作・放送する（平成１９年度実施予定）。

広報課

みやぎまるごとフェス
ティバル開催事業

県産品の展示即売等を通じて販路拡大と地域産
業の振興及び活性化を図る。

県庁及び市民広場等を会場とする市町村特産品
や伝統的工芸品等の展示即売会等を開催する。

食産業・
商業振興
課

「東北フェアin上海」観
光フェア開催事業

中国経済の中心都市である上海市において，東
北六県，仙台市，東北経済産業局，（社）東北
経済連合会及び日本貿易振興機構等の関係機関
と連携を図りながら，「東北フェアｉｎ上海」
を開催し，東北六県の持つポテンシャルと発展
性をＰＲすることにより，広域的な経済交流を
促進し，地域内企業の販路開拓や観光客の増
加，物流の効率化等を図る。

東北六県における企業の事業パートナー発掘，
ビジネスチャンスの創出を図る「ビジネスフェ
ア」，東北地域の食材の売り込みを図る「食材
フェア」，観光資源やモデルルートをＰＲする
「観光フェア」等を開催する。

国際経済
課

みやぎ蔵王三十六景写真
展

「みやぎ蔵王三十六景」の魅力を活用し，観光
客を誘致する。

管内や仙台市内等の駅やギャラリーなど様々な
施設で写真展を開催する。

大河原地
方振興事
務所

●

みやぎ蔵王三十六景を
テーマとした「ＪＲ駅か
らハイキング」，「駅長
オススメの小さな旅」

「みやぎ蔵王三十六景」の魅力を活用し，観光
客を誘致する。

民間企業，市町，団体等と連携し，ツアーを企
画し提案する。

大河原地
方振興事
務所

仙台・やまがた交流連携
推進事業

仙台都市圏と山形県村山圏の交流連携を推進す
る。

各種事業の検討及び実施 仙台地方
振興事務
所

いわて・みやぎ県際花め
ぐり紀行への参画（地域
産業振興事業）

県境を越えて相互に連携を図りながら情報発信
や集客活動に取り組むことにより，地域内外の
交流人口の増加と県際地域の振興を図る。

宮城県北，岩手県南に点在する花をテーマにし
た施設を紹介したパンフレット（スタンプラ
リーカードとしても使用）を作成し，フォトコ
ンテストの開催，花めぐりホームページによる
情報発信等により地域内外の交流人口の増加を
図る。

栗原・登
米・気仙
沼地方振
興事務所

宮城県美術館常設展示・
企画展示事業

芸術文化の向上を図るため国内外の優れた美術
作品を組織的に展示し，鑑賞の機会を提供す
る。

美術館所蔵作品によって特色ある企画展示行う
常設展示と特定のテーマに基づいて構成する企
画展示（特別展）を実施

生涯学習
課

●

外国人観光客誘致促進事
業

本県への海外からの観光客誘致を図るため，定
期便が就航している東アジアを対象に観光誘客
促進を図る。

現地での観光説明会等の開催や現地マスコミ及
び旅行エージェントを招請並びに外国語パンフ
レットを整備し，外国人観光客の誘致を促進す
る。

観光課

観光客誘致ステップアッ
プ事業

海外から東北への玄関口である仙台空港を有す
る本県の優位性を活かし，インバウンドにおけ
る新たな旅行市場の開拓を図る。

直行便早期就航に向けて県内で官民挙げて取り
組んでいる香港，タイの旅行市場の開拓

観光課

③イベント・コンベンションの誘致
フィルムコミッション事
業

映画・ＴＶドラマ等ロケーション撮影を誘致・
支援し，映像を通して宮城の魅力を広く内外に
周知し，当地域の知名度向上と映像文化の発
展，地域の活性化に寄与することを目的とす
る。

映画・ＴＶドラマをはじめとする各種映像作品
製作のためのロケーション撮影を誘致・支援す
る。

観光課

コンベンション都市推進
事業

（財）仙台観光コンベンション協会に対し運営
費を助成し，仙台コンベンションシティーの推
進を図る。

仙台観光コンベンション協会事業運営費補助金
を交付するなどの活動支援

観光課

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(県事業)

事業名
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もてなす

事業の目的 事業内容・計画【全体】 担当課等
非予算的

手法
長期的視
野の事業

①みやぎのやさしい人づくり
森林環境共生育成事業 自然体験や自然観察などの野外活動の指導等を

行う森林インストラクターの養成
森林インストラクター養成講座の開催 自然保護

課

地域特産品認証事業
（３Ｅマーク認証食品）

消費者ニーズの多様化・高度化に対応し，各地
域の自主的な取り組みを尊重した地域特産品に
ついて公的な認証を行うことにより，消費者に
信頼を高める，正確で分かりやすい食品情報の
提供に資する。また，差別化商品の創出によ
り，農林水産業及び食品産業の振興を図る。

認証基準策定と認証及び認証事業の普及拡大。
（認証状況：26認証基準[うち23品目で認証]，
認証業者73社[認証業者の延べ数79]

食産業・
商業振興
課

●

グリーン・ツーリズム推
進活動事業

関係機関との連携のもと，相談窓口の充実や県
内各圏域の実情に合わせた研修会等を開催し，
推進体制を整備するとともに，起業支援等の資
料を作成し，普及・推進を図る。

・相談窓口の整備
・圏域ごとの研修会開催
・県庁内推進体制の整備
・民宿等開業アドバイスブックなど推進資料作
成

むらづく
り推進課

グリーン・ツーリズム促
進支援事業

市町村が実施するGT活動への助言指導，アドバ
イザー派遣，民間主導の協議会活動支援によ
り，GT活動の発展に資する。

・モデル市町村等への助言指導
・アドバイザーの派遣
・民間主導の協議会の活動支援

むらづく
り推進課

ホスピタリティ向上研修
会

観光関係者を始め，住民の来訪者へのホスピタ
リティを発揮した対応の方法等を向上させる。

○研修会の開催（対象者別） 大崎地方
振興事務
所

●

クルーズ船入港歓迎 東北地方の国際海上輸送拠点として，名実とも
に仙台港を「人」と「モノ」の交流拠点とする
ためクルーズ船の誘致を推進する。

国内クルーズ船の寄港については，歓迎訪船
し，船長へ花束・記念品の贈呈，乗客へ記念品
を贈呈する。
外国クルーズ船の寄港については，船長への花
束・記念品贈呈，乗客への記念品贈呈のほか，
郷土芸能（すずめ踊り）等で盛大に歓迎する。

港湾課

●

観光ボランティアガイド
事業

①観光ボランティアガイドに関する情報を発
信，周知することにより活動の活性化を図る。
②観光ボランティアガイドの交流，及び育成

①ボランティアガイドの情報をホームページで
紹介する。
②ボランティアガイドの交流会を開催し，現状
や問題点を話し合い，交流を深めることによ
り，資質の向上を目指す。

観光課

●

外国人受入観光客受入体
制整備事業

県内の善意通訳者を対象に県内観光地での実施
研修を行いながら，観光の知識，通訳の知識を
勉強しながら，通訳ガイドとしての資質向上を
図る。

年１回善意通訳者研修会開催 観光課

●

②みやぎのやさしい観光地づくり
高速自動車道沿線開発プ
ラン策定事業

ＳＡ・ＰＡ及びその周辺地域を活用した地域振
興策の検討

ＳＡ・ＰＡの利用状況，立地特性等の調査を踏
まえ，誘導可能な地域振興策を検討する。

地域振興
課

バリアフリーみやぎ推進
事業

「だれもが住みよい福祉のまちづくり条例」に
基づく県民の意識啓発等により，公益的施設の
バリアフリー化を図り，バリアフリー観光を促
進する。

■高齢者や障害者等に配慮した観光施設の整備
○福祉のまちづくり普及啓発事業
○バリアフリーみやぎ推進ネットの運営
○多目的トイレ標識設置事業
○条例の整備マニュアル等の普及啓発

地域福祉
課

中小企業金融対策事業 金融機関を通じて，中小企業の成長・発展の支
援及び経営を安定させるための資金を融資す
る。

中小企業産業振興資金及び中小企業経営安定資
金等の融資

経営金融
課 ●

災害時外国人サポート・
ウェブ

多言語による災害時の情報提供及び防災啓発 ■宮城県総合防災情報システム(MIDORI)から発
せられる災害情報・気象警報等を多言語(日・
英・中・韓・ポルトガル)で提供し，言葉の壁
により災害時要援護者となりうる外国人県民へ
の情報提供体制の充実を図る。H19.4からの稼
働を目指している。
・地震情報・気象警報等を多言語化し，携帯電
話やPCへのメール配信とウェブサイトへの掲載
を自動的に行うシステムを運用する。
・サイト内には，日常生活での防災関連情報
や，災害時に役立つ外国語表示シート等を，多
言語で掲載する。
■本ウェブ機能を外国人を迎え入れるホテル・
旅館，観光施設等で利用することにより，外国
人観光客等への災害時における情報提供を迅
速，的確に行うことが可能となる。

国際政策
課

漁港環境整備事業 漁港の景観の保持，美化を図り，快適にして潤
いのある漁港環境を形成する。

漁港環境（植栽，親水施設，遊歩道，駐車場
等）の整備

漁港漁場
整備課

三陸縦貫自動車道整備 高速交通体系の整備 桃生登米道路
登米志津川道路
本吉気仙沼道路
唐桑道路

道路課

●

常磐自動車道整備 高速交通体系の整備 福島県境～亘理間の整備 道路課
●

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(県事業)

事業名
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もてなす

事業の目的 事業内容・計画【全体】 担当課等
非予算的

手法
長期的視
野の事業

みやぎ県北高速幹線道路 高速交通体系の整備 １期工事 道路課
●

津波避難誘導標識設置事
業

津波発生時における観光客の避難誘導を円滑に
するため，沿岸自治体と連携した避難誘導標識
の整備を行う。

松島港及び松島公園において誘導標識の整備を
行う。

防災砂防
課
港湾課
観光課

特別史跡多賀城跡附寺跡
環境整備事業

多賀城跡の調査研究に基づいて，史跡の保存を
図るとともに，親しみやすい歴史公園として活
用するための整備を行う。

親しみやすい史跡公園とするため，園路，便益
施設，緑化修景，案内板設置等の環境整備を行
う。

文化財保
護課

●

みやぎの広域観光づくり
事業費

広域観光案内板の更新・拡充による観光客の利
便性の向上

宮城県内の広域観光案内板１５基の更新 観光課

公園施設再整備事業 ・特に利用が集中する登山道を整備し,安全を
確保
・登山道の荒廃による自然環境破壊を抑制

・階段,木道などによる登山道の整備
・案内板，指導標，トイレなどの再整備

観光課

みやぎ路観光地整備事業
（市町村振興総合補助
金）

県内観光地における観光施設（博物展示施設，
駐車場，公衆トイレ，案内板など）の整備の促
進を図る。

市町村が行う観光施設の整備に要する経費に対
し補助を行う。

観光課

観光物産展示室管理事業 本県各地の観光情報の収集と案内，パンフレッ
ト等の発送等を行い，県内外の観光客へのサー
ビスの提供と県内観光地等への理解と関心を促
進する。

○観光物産展示室（情報発信センター機能）の
運営

観光課

●

観光情報案内システム整
備事業

観光客に対し，県内各所で観光情報を提供でき
る体制を整え，ホスピタリティの向上を図る。

時期に応じた観光情報パンフレット，マップ等
を作成し，県内の観光情報案内所及びガソリン
スタンド等に設置する。

観光課

●

③みやぎの地域資源向上
リゾート地域整備推進事
業

エコ・リゾート形成マスタープランに基づき，
リゾートエリアの魅力づくりを推進する。

市町や団体等が実施する各種取組を支援する。 地域振興
課

離島活性化支援事業 離島振興計画に基づき，離島の活性化を図る。 市町や団体等が実施する各種取組を支援する。 地域振興
課

海藻活用水質浄化事業 海藻を活用した松島湾の水質浄化を図るための
調査研究

浄化機能の現場実験，藻場造成のための養殖手
法検討等

環境対策
課 ●

みやぎビジネスマーケッ
ト（ベンチャー・新分野
進出への支援）

観光業を始め，新たなサービス，製品，技術等
を基にした事業展開を行うベンチャー企業や新
分野進出企業の方々に，多様なビジネスパート
ナーとの出会いの場を提供し，新たなビジネス
チャンスの獲得をサポートする。

・専門家によるプレゼンテーション指導と事業
計画のブラッシュアップ
・プレゼンテーション方式のビジネスプラン発
表会
・発表後の個別商談会

新産業振
興課
財団法人
みやぎ産
業振興機
構

コミュニティビジネス経
営体育成事業

地域資源を活かした県内農業者のコミュニティ
ビジネスの取組普及啓発，体制整備，経営体育
成支援

県及び地域の推進体制整備，コミュニティビジ
ネスの普及啓発，モデル経営体の育成

農業振興
課

地域用水環境整備事業 農業水利施設の整備と地域用水機能の向上 親水景観保全施設整備
利用保全施設整備
生態系保全施設整備

むらづく
り推進課

中山間地域等直接支払交
付金事業

中山間地域の多面的機能の維持・増進 多面的機能を確保するための農業生産活動の支
援

むらづく
り推進課 ●

農地・水・環境保全向上
活動支援事業

農地・農業用水等の資源や農村環境の適切な保
全管理と質的な向上

資源保全向上に資する共同活動支援 むらづく
り推進課 ●

リアスの森保全対策事業 県北部沿岸の松くい虫被害による枯損木を除去
し，景観の向上と漁業被害の防止を図る。

・枯損木除去 森林整備
課

松くい虫被害等総合対策
事業

松くい虫被害を防除し松林を保全する。 ・被害木駆除
・被害予防（薬剤散布等）　等

森林整備
課

森林空間活用施設整備事
業

「ブナ原生林と輝く湖面とのふれあい」を
キャッチフレーズに，長沼・白沼地区を森林浴
や自然観察，キャンプ，釣り等の多様な体験が
できるように整備し，県内外の利用者に開かれ
た森林空間として提供する。

宿泊施設，キャンプ場，炊事・トイレ施設，駐
車場，給水発電施設の整備

大崎林業
振興部

森と湖に親しむ旬間 県民へ森と湖に親しむ機会を提供することによ
り，参加者の心身のリフレッシュを図るととも
に，森林やダム，河川等の重要性や美しさに対
する理解を深めてもらう。

ダム施設見学会等（毎年同じ） 河川課

●

路線拡充のための誘致活
動（エアポートセール
ス）

新規路線の開設・休止路線の再開及び既存路線
の維持拡充

航空会社や関係機関への要請活動（関係機関と
連携して東北の観光資源や交通アクセスなどを
総合的にＰＲする。）

空港対策
課 ●

観光施設整備資金融資制
度

ホテル・旅館等の観光施設などの整備資金を融
資し，観光事業の振興を目的とする。

県内に住所を有し観光事業を経営する者を対象
に総事業費の７０％以内かつ５千万円以内の低
利融資を行う。

観光課

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(県事業)

事業名
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ととのえる

事業の目的 事業内容・計画【全体】 担当課等
非予算的

手法
長期的視
野の事業

①みやぎの地域力向上組織
石巻地域観光戦略会議 石巻圏域における観光振興を総合的・効率的に

推進する。
・観光振興に係る情報交換，連携の検討
・２市１町の連携した観光振興の取組の検討

石巻地方
振興事務
所

●

広域観光連携推進事業 石巻・登米圏における広域的な観光振興を推進
する。

・広域観光ルートの策定，情報発信
・観光パンフレットの相互設置
・物産販売等を活用した交流

石巻地方
振興事務
所 ●

広域観光連携推進事業
（地域産業振興事業）

石巻及び登米圏において，広域的な観光施策の
検討を図る。

○広域観光ルートの策定・情報発信
○観光パンフレットの相互設置
○物産販売等を活用した交流
○その他石巻・登米圏の観光促進のための施策

石巻・登
米地方振
興事務所

②みやぎ東北ぐるっと連携
仙南・置賜交流促進事業
（地域産業振興事業）

山形県置賜地域との広域連携を促進する。 観光パンフレットの交換配置，「おきたまの秋
まつり」及び「仙南ふるさと味まつり」の物産
展への相互出店，職員及び関係者による交流・
意見交換「仙南・置賜観光連携塾」の開催

大河原地
方振興事
務所

仙台・やまがた交流連携
推進事業（再掲）

仙台都市圏と山形県村山圏の交流連携を推進す
る。

各種事業の検討及び実施 仙台地方
振興事務
所

最上・雄勝・大崎三県連
携交流事業

最上・雄勝・大崎の三圏域が連携し仙台圏を中
心とした観光客の増加をめざした事業を展開す
る。

○三県合同観光ＰＲの実施
○観光マップの作成
○パンフレットの相互配置
○連携交流事業検討会の開催

大崎地方
振興事務
所

栗駒山麓広域連携事業
（地域産業振興事業）

岩手・宮城・秋田にまたがる栗駒山。その山麓
に湧出する温泉を中心に温泉関係者，市町村及
び県等が連携して広域観光事業を展開し，栗駒
山麓全体での誘客を図る。

・湯めぐり回廊キャンペーンの開催
・温泉情報交換会の開催
・湯めぐり回廊マップの増刷

栗原地方
振興事務
所

いわて・みやぎ県際花め
ぐり紀行への参画（地域
産業振興事業）（再掲）

県境を越えて相互に連携を図りながら情報発信
や集客活動に取り組むことにより，地域内外の
交流人口の増加と県際地域の振興を図る。

宮城県北，岩手県南に点在する花をテーマにし
た施設を紹介したパンフレット（スタンプラ
リーカードとしても使用）を作成し，フォトコ
ンテストの開催，花めぐりホームページによる
情報発信等により地域内外の交流人口の増加を
図る。

登米・栗
原・気仙
沼地方振
興事務所

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(県事業)

事業名
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いざなう

事業の目的 事業内容・計画【全体】 取組主体
非予算的

手法
長期的視
野の事業

①みやぎのイメージづくり
国内プロモーション事業 仙台の観光情報の発信，キャンペーン等によ

り，首都圏，中部，関西など全国からの観光客
誘客を促進する。

観光キャンペーンのほか，マスコミ・エージェ
ントの招聘，新聞・雑誌への広告宣伝，観光Ｐ
Ｒ素材の充実等の誘客宣伝事業を実施する。

仙台市

学習体験型観光推進事業 小中学校の教育旅行を中心に，家族旅行や歴
史・文化に関心のあるシルバー層のグループ旅
行など，様々なタイプのターゲットに対して適
切な情報提供を行う一方，体験メニューの開
発・充実，関係機関と連携したＰＲ活動を行う
ことで，交流人口の拡大を図る。

体験メニューの開発・拡充及びＰＲ，修学旅行
誘致説明会の開催

仙台市

海外プロモーション事業 外国人観光客の誘客促進 外国語ホームページの充実や現地での誘客プロ
モーションを行う。

仙台市

石巻市観光推進ネット
ワーク

観光情報の共有化及び相互連携の促進に努め，
効率的な観光事業を展開し，もって本市観光事
業の推進を図る。

・観光に関する事業の情報交換及び情報発信
・観光事業のネットワーク化
・観光施設のネットワーク化
・誘客の促進

石巻市

●

石巻地域みやぎ寿司海道
事業

事業の実施に際しては，石巻ブロックの基本方
針を策定し，“寿司の街”｢いしのまき｣の定着
に向けた事業を展開する。

｢観光施設，漁業関係団体等との連携｣｢観光客
への観光情報の提供｣｢石巻を象徴する寿司の創
出｣の３本柱を掲げ寿司の街，石巻の定着に向
けた事業を展開する。

石巻市

●

教育旅行関係者招待・宣
伝事業

教育旅行の誘致推進を図る。 小中学校関係者や教育旅行取扱業者を対象に，
気仙沼市の体験学習，教育旅行についてプレゼ
ンテーションを行う。

気仙沼市

●

観光ビデオ放映 名取市の紹介・宣伝 仙台空港ビルロビーにおいてビデオ放映 名取市

観光ビデオ放映 岩沼市の紹介・宣伝 仙台空港ビルロビーにおいてビデオ放映 岩沼市

観光ＤＶＤ作製 観光ＤＶＤを作製しＰＲ活動を行い誘客を促進
する。

観光ＤＶＤを作製する。 栗原市

マスメデイア等でのＰＲ
活動

マスメディアを通じて情報発信を行ない，観光
ＰＲを図る。

マスメディアを通じて情報発信を行なう。 村田町

ＪＲ等でのＰＲ活動 パンフレットを設置してもらいＰＲを図る。 大河原駅，ホテル等にパンフレットを設置して
もらう。

村田町

観光宣伝事業 マスコミ等へ情報提供を行ない観光ＰＲをす
る。

新聞，雑誌への無料広告掲載。テレビ，ラジオ
等への情報提供

丸森町

亘理町観光親善大使 本町のイメージアップを図るため，本町にゆか
りのある方々を委嘱し，本町の魅力のＰＲとと
もに，まちづくりの提言と観光事業の推進に支
援する。

魅力，情報等のＰＲ，意見や提言を寄せていた
だき，また，本町特産品の良さの普及，宣伝
(平成17年2月　19人委嘱）

亘理町

● ●

国際観光推進事業 外国人観光客の入込数増加を図る。 外国語パンフレットの提供
ボランティア通訳者支援
外国人向け観光ルートの設定

松島町

まほろば大使事業 町に関する情報を発信し，広くみやぎ大和をＰ
Ｒ，提言することを目的とする。

本町にゆかりのある方々をまほろば大使として
委嘱，広く町に関する情報交換等を行う（情報
交換会・町広報紙掲載）。

大和町

●

南三陸町夢大使 観光や物産品等を含め，全国に南三陸町をＰＲ
していただくことによりイメージアップを図
る。

観光や物産品等を含め，全国に南三陸町をＰＲ
していただくことによりイメージアップを図
る。

南三陸町

●

観光関連ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの作
成・更新

観光情報をホームページに掲載することで全国
にタイムリーな情報提供を図る。

ホームページに観光情報を搭載 各市町村

観光パンフレット作成業
務

観光パンフレットを作成し観光宣伝の充実強化
を図る。

観光パンフレットを作成し観光宣伝の充実強化
を図る。

関係市町
村

新聞・旅行雑誌等マスメ
ディアを利用した広告宣
伝

観光施設・イベントの観光ＰＲにより，観光客
の誘客を図る。

新聞・旅行雑誌等を利用した町内観光施設・イ
ベント情報の広告宣伝

関係市町
村

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(市町村事業)
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いざなう

事業の目的 事業内容・計画【全体】 取組主体
非予算的

手法
長期的視
野の事業

②みやぎの誘客ピンポイント対応
広域観光連携推進事業 県内や近県の自治体との連携により，観光地と

しての知名度の向上と集客に結び付く共同事業
を展開し，広域的な観光ゾーンとしての総合的
な魅力の向上を図る。

メディア・旅行エージェントへの誘致セールス
等の共同実施や，各自治体が行う各種プロモー
ション活動への協力。観光ルートの開拓などを
実施

仙台市

観光と物産展の開催 石巻の物産品宣伝及び販路拡張 宮城ふるさとプラザなどで「石巻の観光と物産
展」を開催する。

石巻市

観光と物産展の開催 白石の観光地及び物産品の宣伝及び販路の拡大 姉妹都市である札幌市白石区・登別市・神奈川
県海老名市そして仙台駅構内等で「白石の観光
と物産展」を開催する。

白石市

●

観光開発宣伝事業 角田市の観光宣伝による観光客誘致 観光パンフレットの作成，目黒区民祭りへの参
加等によるＰＲ活動，その他

角田市

エアポートマラソン 健康づくりの実践 選手をコースごとに募集し，レースを実施 岩沼市

観光と物産展の開催 登米市の物産品宣伝及び販路拡張 宮城ふるさとプラザなどで「登米市の観光と物
産展」を開催する。

登米市

地場産品等ＰＲ事業 地場産品等の販売を通じて観光ＰＲ及び誘客を
図る。

仙台市にある登米物産館で特産品の販売を行
う。

登米市

各種キャンペーン事業 観光キャンペーン事業を行い，地域観光の活性
化と県内外からの観光客の誘客を図る。

県と連携し，物産販売や観光ＰＲを行う。 栗原市

友好姉妹都市交流事業
（東京都あきる野市）

姉妹都市との交流を通して観光物産などの販路
拡大を進める。

物産品の交流及び現地視察研修会の実地 栗原市

伊豆沼・内沼ハスまつり 蓮の咲く時期に，遊覧船を運航させ，観光客の
増進を図る。

遊覧船の運航 栗原市

観光宣伝事業 市内外への観光宣伝・情報発信を積極的に展開
し，東松島市の知名度及び観光地としてのイ
メージの向上と定着を図る。

観光誘客キャンペーンの実施
観光ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ・ﾎﾟｽﾀｰの作成・配付
観光情報誌等への広告掲載
観光案内業務の充実
ＨＰの充実

東松島市

姉妹都市交流事業 姉妹都市との交流を通して相互理解並びに観光
物産などのＰＲを進める。

姉妹都市「東京都台東区」との市民及び産業交
流

大崎市
●

地域活性化イベント事業 本町の歴史文化的条件から生み出された地域文
化や郷土料理などを通してイベントを開催し，
地域間交流を深め農・水・商工業者が一体と
なって地域活性化を図る。

伊達なわたり活き生きフェスタ（水産まつり，
まるごとフェア）の開催

亘理町

友好都市交流事業（神奈
川県大和市）

町のＰＲ及び地場産品の販路拡大 大和市民まつり観光物産展への参加 大和町

友好都市交流事業（山形
県尾花沢市）

町のＰＲ及び地場産品の販路拡大 山形県尾花沢市花笠まつりの参加交流 大和町

物産振興事業 地場産品等の販売ＰＲ及び販路拡大 首都圏及び仙台等物産販売，ＰＲ（米まつりIN
巣鴨・たいわまるごとフェアIN仙台等の開催及
び杉並第三小学校同窓会物販）

大和町・
物産振興
協会 ●

地場産品等ＰＲ事業 仙台圏や都市部において開催されるイベント等
へ参加し，地場産品等の販売を通じて観光ＰＲ
及び誘客を図る。

仙台圏や都市部で開催されるイベント等への出
店・参加

加美町及
び地場産
品関係業
者・団体

●

女川のまつり 地場産品の流通促進
交流人口の増加
地域経済の活性

地場産品をまつりテーマとして，春のまつり，
冬のまつりを開催

女川町

夕市事業 夕市を開催し，地元の食材を安価で提供する。
（地産地消）

農林水産物の販売 本吉町

③イベントコンベンションの誘致
デスティネーションキャ
ンペーン事業

自治体，観光関係者，JR６社との協同による大
型観光キャンペーンであるデスティネーション
キャンペーンを行い，地域観光の活性化と全国
からの観光客の誘客を図る。

平成20年10月からのデスティネーションキャン
ペーンに向け，宮城県や他の市町村，観光事業
者などと連携し，推進母体の設立，キャンペー
ンの骨格決定，具体的な受入態勢の整備を行
う。

DC実行委
員会及び
各市町村

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(市町村事業)
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もてなす

事業の目的 事業内容・計画【全体】 取組主体
非予算的
手　　法

長期的視
野の事業

①みやぎのやさしい人づくり
外国人観光客受入環境整
備事業

外国人観光客受入体制整備をすることにより，
さらに積極的な海外からの観光客誘致を推進す
る。

外国人観光客が訪れやすく，支障なく移動で
き，快適に滞在できる環境をつくるため，多言
語案内標識等の整備，外国人向け観光情報の充
実，地域受入体制の整備等を実施する。

仙台市

石巻観光協会助成事業 石巻市観光戦略プラン策定委員会で体制の強化
を答申された観光協会の活動を強化し，観光振
興の推進体制を構築する。観光関係団体と行政
がそれぞれの役割を担い，連携して観光の振興
を図る。

観光協会への助成
観光誘客事業
観光ボランティア研修事業の実施

石巻市

コンシエルジュ事業 市民ひとり一人のホスピタリティを向上させ，
満足度アップを図る。

募集，研修，認定制度の創設 気仙沼市
●

観光関係団体育成事業 観光事業者の先導的役割を担う団体として観光
協会の活動を強化し，民間主導による観光振興
の推進体制を構築する。観光関係団体と行政が
それぞれの役割を担い，連携して観光の振興を
図る。

観光協会への助成
観光誘客事業のタイアップ
スキルアップ研修事業の実施

東松島市

桜まつり観光ボランティ
ア

桜まつり期間中，JR大河原駅前に臨時観光案内
所を設け，観光ボランティアによる案内を行
う。

観光ボランティア（国鉄JR職員OB，文化財友の
会会員，さくらの会会員）による案内・観光パ
ンフレットの配布

大河原
町・大河
原町観光
物産協会

思いやりの心で育てる花
と緑のまちづくり事業

環境美化運動の展開 公共施設や幹線道路等をプランターや花壇を利
用し花苗を植栽し，花いっぱい運動を展開

亘理町

観光サービス向上人材育
成事業

観光客等への接遇マナー，サービスの向上を図
る。

本町観光産業に携わるものを対象に，サービス
向上を図る人材育成のための講習会

亘理町

国際交流事業 松島町国際交流協会の活動を通して，国際交流
の推進を図る。

友好都市との交流や，留学生との交流を通じ国
際観光地区の住民としての意識付けを図る。

松島町

住民観光ガイド育成事業 観光ガイドグループの設立を支援推進してい
く。

観光ガイドグループの設立を支援推進してい
く。

松島町

松島湾リフレッシュ清掃
事業

松島を貴重な文化遺産として次世代に引き継ぐ
ために地域住民による清掃を行い，松島湾の再
生を目指す。

松島湾沿岸に係る地域住民総参加の下，清掃活
動を行う。

七ヶ浜町

●

観光客受入体制づくり支
援事業

観光客に対する接客マナーの向上を図る。 講習会の開催 女川町

観光振興アドバイザー派
遣事業

地元の資源を有効に活用し，地域の活性化を図
るため当事業を実施し，特産品のブランド化・
観光客の受入態勢づくりを図る。

南三陸町ブランド塾を開設し，観光関連事業者
の育成及び観光客の受入態勢づくりを図る。

南三陸町

②みやぎのやさしい観光地づくり
作並地区観光振興推進事
業

作並地区の温泉や自然など恵まれた地域資源を
活かし，地域住民や観光客の交流拠点となる施
設を整備する。

交流拠点施設の整備
鳳鳴四十八滝遊歩道等整備

仙台市

観光シティループバス事
業

市内中心部の主要な観光スポットを効率よく巡
る観光シティループバス「るーぷる仙台」を運
行し，来仙する観光客の利便性の向上を図る。

市内中心部の主要な観光スポットを効率よく巡
る観光シティループバス「るーぷる仙台」を運
行する。

仙台市

観光コース開発整備事業 市内観光施設への案内を容易に行うため，計画
的に観光案内板の設置を進める。

観光案内版の設置 角田市

観光案内所設置事業 イベントの開催，観光情報等の発信拠点づくり
を行う。

駅前の旧長崎屋の一部を借り観光案内所を設置 多賀城市

ミニ観光案内所設置事業 本市を訪れた観光客が円滑に観光スポットを周
遊できるように案内システムを充実させる。

ガソリンスタンド等での観光案内・観光パンフ
レットの設置

多賀城市

観光サインの整備事業 交通アクセスや散策ルート上に観光案内誘導サ
インを設置し，来訪者の利便を図る。

交通アクセスや散策ルート上に観光案内誘導サ
インを設置し，来訪者の利便を図る。

多賀城市
●

路地裏整備活用 人通りの多い賑やかさを創出 裏路地を活用してのイベントを実施 岩沼市

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(市町村事業)
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もてなす

事業の目的 事業内容・計画【全体】 取組主体
非予算的
手　　法

長期的視
野の事業

統一的景観の整備 人通りの多い賑やかさを創出 中心市街地の景観を整備するためのルールづく
り

岩沼市

歩道・サイン表示 歩行者の歩行空間等の整備 案内表示板・歩道の整備 岩沼市

多目的広場ポケットパー
クの整備

休憩空間の整備 多目的広場等の整備 岩沼市

岩沼駅前広場整備 市街地の整備改善 駅前広場の整備 岩沼市
●

県道岩沼停車場線整備 市街地の整備改善 県道の歩道整備 岩沼市
●

くりこま高原駅～栗駒山
直通バス運行

観光客の誘致を図るため実施 くりこま高原駅～栗駒山直通バス運行 栗原市

栗駒山無料シャトルバス
運行（紅葉シーズン）

栗駒山登山口付近の交通混雑を解消し，より多
くの観光客の誘客を図る。

無料シャトルバスの運行 栗原市

観光振興事業 市民，観光関連団体・事業者，行政などが，そ
れぞれの役割を担いながら，協働して観光事業
を展開できるような仕組みを構築し，一体と
なって観光振興に取り組めるよう，観光振興施
策を整備し，観光によるまちづくりの推進を図
る。

観光振興計画の策定
観光アンケートの実施
観光フォーラムの開催

東松島市

観光イベント支援事業 各観光イベント実施団体が企画実施する観光イ
ベントを支援し，イベントの充実を図る。

イベント補助，支援 東松島市
石巻市

屋号型看板設置事業 七ヶ宿街道としての歴史的宿場町の再現を目的
とする。

屋号を再現及び公共施設の表示を行っている。
また，個人世帯の実施については補助制度を設
けている。

七ヶ宿町

豪農の館整備事業 豪農の館整備 豪農の館整備 村田町

やましょう記念館整備事
業

やましょう記念館整備 やましょう記念館整備 村田町

観光三昧推進事業 本町特産のいちご，潮干狩り，温泉入浴及び四
季折々の特産物を生かした郷土料理を提供し，
観光リピーター増加を図る。

観光三昧クーポン券等の発行及び宣伝 亘理町

●

国民保養センター改築事
業

高速自動車道，鳥の海周辺環境整備事業等によ
り観光客の増加が見込まれ，サービスの向上と
満足度とグレードアップの施設を改築する。

国民保養センター建設 亘理町

寺町整備事業 瑞巌寺周辺地域の環境整備事業を図る。 瑞巌寺周辺地域を寺町としてふさわしい道路及
び沿道空間の整備

松島町

歩いて楽しい街整備事業
（ウォーキングトレイ
ル）

観光名所を巡るコースの整備を図る。 モデルコースの設定
説明・案内板の設置
ガイドの育成

松島町

駅舎建設推進事業 JR仙石線松島海岸駅東北本線相互乗入駅舎建設 JR仙石線松島海岸駅東北本線相互乗入駅舎建設 松島町

観光案内板改修 町内観光案内版を整備し，観光客の利便性向上
を図る。

町内に設置された観光案内板の内容について改
修を行う。

七ヶ浜町

万葉の里・おおひら定住
促進事業

産業振興を図る施設等の整備 地場産品販売所の整備 大衡村

愛宕山公園（シャクヤク
園・あじさい園）環境整
備

愛宕山公園（シャクヤク・あじさい園）の環境
整備

シャクヤク・あじさいによる観光資源の確保 色麻町

観光案内所設置事業 観光情報の提供 観光案内，パンフレット配布 女川町

海水浴場環境整備事業 観光客の誘客 海水浴場の環境整備，開設 関係市町
村

遊歩道・登山道等の整備 安全確保を図る。 維持管理 関係市町
村

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(市町村事業)

事業名
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もてなす

事業の目的 事業内容・計画【全体】 取組主体
非予算的
手　　法

長期的視
野の事業

③みやぎの地域資源向上
沢端川清掃作業 当市の象徴でもある白石城の掘り割り，特に沢

端川の清流を市民との協働で清掃していくこと
で，市民一人一人の美化意識と観光客へのイ
メージ向上を目指す。

商工会議所との共催で，清掃ボランティアを募
り年２回（春・秋）実施する。

白石市

● ●

田舎暮らし体験ツアー 農業体験や地場産品などを通じて，当市の魅力
を知ってもらい，交流・定住人口の拡大を図
る。

首都圏及び仙台圏の方を対象に，当市の地場産
業である酪農・稲作等の体験と散策（毎年１０
家族３０人を予定）

白石市

白石藩倶楽部事業 ＵＩＪターン支援情報ｻｰﾋﾞｽの一環として本市
の魅力をＰＲするため地場物産品を頒布する。
また，本事業を通じて，関心のある方とのﾈｯﾄ
ﾜｰｸを構築し交流人口増を目指す。

会員を募り，特典として地場物産品のセット販
売と観光ＰＲ・クーポンの発行をする。

白石市

●

多賀城ぐるり満喫ルート
（仮称）の整備

歴史文化等の地域資源を活用した観光散策ルー
トを設定する。

歴史文化等の地域資源を活用した観光散策ルー
トを設定する。

多賀城市

食育・健康フェア 食事を通じての健康づくり 地産地消による料理コンテスト等の実施 岩沼市

伊豆沼・内沼クリーン
キャンペーン

伊豆沼・内沼の環境美化活動による資源保持 伊豆沼・内沼の清掃活動 栗原市

白石川堤桜樹（一目千本
桜）保護

宮城県を代表する桜の名所「白石川堤一目千本
桜」の保護・環境整備を図る。

害虫「アメリカシロヒトリ」の駆除
テングス病枝や枯枝の伐採
栄養剤の注入・施肥
その他白石川や駅前の一斉清掃

大河原
町・大河
原町観光
物産協会

田園空間博物館事業 山元町の大地から空までを博物館としてとらえ
ようとする取組
わが町の主要産業である農業をテーマとした歴
史や文化を「収集・保存」「調査・研究」「展
示・活用」することにより保存・復元し，次世
代へ伝えていくとともに，昔の農家の自給自足
の暮らしで培われた知恵や技を現在に生かし，
地域振興を図る。

○ワークショップ，施設利活用活動，集落検討
会
○わが町の農業の歴史・文化に係る「収集・保
存」,「調査・研究」,「展示・活用」する田園
空間博物館活動

山元町・
野外ぐる
りん友の
会

●

山元町地域産業振興協議
会事業

山元町・商工会・漁協・農協が一体となり，山
元町の豊かな自然から生まれる地場産品の販路
拡大を図るとともに，地域産業の活性化を推進
する。

ホッキ漁の最盛期である２月下旬に『やまもと
ホッキ祭り』を開催し，本町特産のホッキ貝を
中心とした地場産品のＰＲ・販路拡大を図ると
ともに，町内商工業者の活性化と地域振興を図
る。

山元町・
亘理山元
商工会・
山元町漁
協・みや
ぎ亘理農
協

●

文化・芸術振興事業 住民が芸術・文化に親しむ機会の提供と併せて
観光客誘致にも役立てる。

アートフル松島全国絵画公募展
松島芭蕉祭並びに全国俳句大会
松島園遊茶会の開催

松島町

体験型観光推進事業 体験型観光メニューの充実を図る。 松島とっておき体験くらぶの育成，支援 松島町

新商品開発事業 松島における土産品開発及び名物料理の開発 四季彩食松島推進協議会，松島地産地消推進協
議会の支援

松島町

特別名勝「松島」の保護
事業

景観保護の推進 松喰い虫対策事業
石こく再生事業　※「石こく」：ラン科の植物

松島町

利府町観光ワークショッ
プ事業

利府町内の様々な魅力ある地域資源を有効的に
活用し観光客へのもてなしの心を持ってお迎え
するため，体験観光を中心とした事業展開を図
るもの。

・体験観光のメニュー化
・体験観光事業の実施

利府町

●

大和町優良地場産品推奨
事業

特産品等を推奨することで，ブランド化を推進
しＰＲを図るもの。

町の特産品を推奨品として認定し，「大和町の
優良地場産品」としてＰＲ等を行うもの。

大和町

地場産品の振興 酒米蔵の華の大衡村で生産農家の育成 大衡村産の酒米蔵の華で醸造した万葉美人（吟
醸・純米・濁り）でおおひらの観光をＰＲ

大衡村

観光モデルコース作成 広域のパンフレットとともに広域のモデル観光
ルートを作成し誘客を図る。

自然・歴史・食などのコースを設定し誘客の体
制を整備する。

未来都市
づくり研
究会
大衡村

稚魚放流事業 町内を流れる鳴瀬川水系の水産資源確保と自然
環境保全及び観光地域資源定着化を目的に実施
する。

町内数箇所にアユ，イワナ，ヤマメの稚魚を放
流

加美町

●

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(市町村事業)

事業名
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もてなす

事業の目的 事業内容・計画【全体】 取組主体
非予算的
手　　法

長期的視
野の事業

グリーンツーリズム推進
事業

地域資源を生かした都市・農村体験交流を推進
することにより地域の活性化を図る。

グリーンツーリズム実践のためのネットワーク
を構築し，農村体験ができる仕組みを作る。

美里町

ＪＲ旅のプレゼント 身障者と健常者が交流し，ＪＲの旅と地引き網
体験を通して楽しむことを目的とする。

身障施設に通う子供たちの地引き網体験 本吉町

乳製品加工体験事業 地場産業を活用した体験型観光の推進 ミルクハート館を活用したアイスクリーム等の
加工体験

本吉町

特産作物振興事業
（薬用人参，ブルーベ
リー）

本町の特産品として確立し，遊休農地の解消，
所得の向上及び体験型農業の観光化を目指す。

薬用人参の作付，ブルーベリーの摘み取り体験 本吉町

グリーンツーリズム推進
事業

消費者と生産者の交流を図る。 農業・自然体験学習の受入態勢づくり 南三陸町

体験観光事業 漁業等の体験観光の確立により観光客の誘客を
図る。

漁業事業者と民宿等の連携強化による受入態勢
づくり

南三陸町

体験型観光受入体制整備
事業

体験型観光の受入体制を整備することにより，
交流型産業の振興を図る。

地域の体験・料理・芸能等を再発掘し，併せて
体験インストラクターや観光ガイド等の人材育
成を実施し，体験型観光の受入体制を整備す
る。

南三陸町

●

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(市町村事業)

事業名

 
 
 

ととのえる

事業の目的 事業内容・計画【全体】 取組主体
非予算的
手　　法

長期的視
野の事業

①みやぎの地域力向上組織
広域観光連携推進事業 広域での観光連携によりエリア内での魅力を高

め誘客促進を図る。
DCの推進 松島町

みやぎ三陸黄金海道観光
推進事業

広域連携による観光客誘致促進 誘致宣伝事業
ポスター，パンフレットの作成

関係市町

宮城おとぎ街道観光客誘
致協議会事業

広域的に観光宣伝をすることで，情報発信を促
進する。

宮城おとぎ街道観光客誘致協議会事業を通じて
の広報を行う。

関係市町

大崎，栗原，登米地域観
光推進協議会事業
（ろまん街道）

地域の豊富な観光資源を広く紹介宣伝し，観光
客の誘致促進を図り，地域の活性化に努める。

観光ガイドブックの作成 関係市町

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(市町村事業)

事業名
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いざなう

事業名 事業の目的 事業内容・計画【全体】 取組主体
関係機関
等

長期的視
野の事業

みやぎまるごとツーリズ
ム

宮城県内のグリーン・ツーリズムに関する情報
の発信と，都市と農山漁村をつなぐことを主な
目的としたホームページを運営する。

グリーン・ツーリズムや農林漁家レストラン等
の紹介

みやぎグ
リーン・
ツーリズ
ム推進協
議会

むらづく
り推進課

みやぎ寿司海道塩竈地域
推進協議会支援事業

日本一の寿司の街塩竈をＰＲし，観光客の誘致
により，塩竈地域の活性化を図ることを目的に
活動を行っているみやぎ寿司海道塩竈地域推進
連絡協議会が行う事業を支援する。

塩竈の寿司店への誘客，情報発信への支援 みやぎ寿
司海道塩
竈地域推
進連絡協
議会

仙台地方
振興事務
所

みやぎ寿司海道推進連絡
協議会支援事業

塩竈，石巻，気仙沼地域をエリアとする南三陸
の寿司店を全国に情報発信し，観光客の誘致に
よる地域活性化を目的に活動を行っているみや
ぎ寿司海道推進連絡協議会が行う事業を支援す
る。

みやぎ寿司海道の情報発信への支援 みやぎ寿
司海道推
進連絡協
議会

仙台地方
振興事務
所

貞山運河フェスティバル 宮城県と地域の発展の基礎となった貞山運河に
ついて各種催しを通じ，運河の歴史や河川に親
しみ，河川に対する理解と関心をより深めるこ
とにより，自然や河川への愛護の普及を図るも
の。

貞山運河の水紀行，カヌー体験，運河の歴史な
どの講話や地元団体等による各種イベントを実
施する（毎年，名取市と岩沼市とで交互に開
催）。

貞山運河
フェス
ティバル

河川課
名取市・
岩沼市

仙台空港国際化利用促進
協議会事業

多様な交流を支えている仙台空港の更なる機能
向上を目指して，仙台空港の航空路線の安定化
と拡充，新規路線の開設を図ることを目的とす
る。

仙台空港の利用促進を図るための各種事業（各
種ＰＲ媒体を用いた需要喚起，航空会社への要
請，旅行商品告知費助成，インターネットポー
タルサイトの運営・更新等）を実施する。

仙台空港
国際化利
用促進協
議会

空港対策
課

みやぎ観光サポーターク
ラブ推進事業

関東圏に宮城の観光情報を発信するため，サ
ポータークラブを立ち上げる。

みやぎ女将会が県内に勤務経験のある関東圏の
みやぎにゆかりのある経済人を「みやぎ観光サ
ポーター」として取り込み，観光情報の発信を
推進する。

女将会・
観光連盟

観光課

情報発信資料の整備 県内外の旅行会社やマスコミへの情報発信及び
一般旅行者に対するＰＲに努めるため，各種資
料を整備する。

○観光ガイドブックの作成
○季刊観光情報誌の作成
○観光マップの作成

(社)宮城
県観光連
盟

観光課

ホームページ（PC用・携
帯用）の運営

各種情報を広く紹介するためホームページ「宮
城まるごと探訪」の運営に努める。

○ 観光掲示板「みやぎ観光ＰＲ応援隊 カキコ
ミ情報」システム
○ 各種宣伝資料等のデジタル化
○各サイト・情報の作成更新

(社)宮城
県観光連
盟

観光課

各種情報の収集・提供 地域の取組等，観光に関する各種データ・資料
を会員等の協力により収集し，観光資料やイン
ターネット等で広く情報を提供する。

○観光資料の定期的な提供（提供先約950施
設，マスコミ・旅行会社約430か所）
○日本観光への情報提供

(社)宮城
県観光連
盟

観光課

観光客の誘致促進 主に県外からの観光客の誘致促進を図るため，
社会情勢や観光動向をとらえながら，旅行会
社，マスコミと連携し効果的な事業展開に努め
る。

○マスコミタイアップ
○体験・交流型観光の推進（体験みやぎの情報
整備）
○地域料理メニューの発掘（味コレクションの
情報整備）

(社)宮城
県観光連
盟

観光課

海外宣伝事業 国際観光テーマ地区会員地域への外客誘致を図
るため，他の団体等との連携を図りながら，韓
国，台湾その他のアジア地域からの観光客誘致
に向けた事業を行う。

○観光セミナー，旅行博等への職員派遣
○旅行AGT，マスコミ等の招請事業

宮城県国
際観光
テーマ地
区推進協
議会

観光課

宣伝ツール作成事業 国際観光テーマ地区会員地域への外客誘致を図
るため，誘客宣伝用パンフレットを作成する。

○「Welcome to Miyagi Japan」の印刷 宮城県国
際観光
テーマ地
区推進協
議会

観光課

観光情報発信事業 せんだい・宮城フィルムコミッションの映像制
作誘致活動やホームページによる情報提供活動
を通し，宮城県・仙台市・松島町の魅力を発信
していく。

宮城県・仙台市・松島町のロケ地情報の提供，
関係機関との調整などの支援を行うとともに，
映像制作の誘致等を実施・宣伝し，誘客を図
る。

せんだ
い・宮城
フィルム
コミッ
ション

仙台市

仙台旅日和運営支援事業 魅力的な観光情報を簡単に入手できるＷＥＢサ
イトを運営することにより，仙台への興味喚起
を促し，新たな観光需要の創出，集客拡大を図
る。

観光情報ＨＰ「仙台旅日和」の運営を支援し，
多角的視点による集客資源の情報発信を行う。

仙台観光
コンベン
ション協
会

仙台市

物産と観光展の開催 仙台の物産品宣伝及び販路拡張 川崎市・横須賀市などで「仙台の観光と物産
展」を開催する。また，市内において工芸展を
開催する。

仙台市，
仙台観光
コンベン
ション協
会

仙台市

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(民間等事業)

 



－ 73 － 

いざなう

事業名 事業の目的 事業内容・計画【全体】 取組主体
関係機関
等

長期的視
野の事業

エアポートセールス 仙台空港のＰＲを行い，観光客を含めた仙台空
港利用者の増加を図る。

仙台空港国際化利用促進協議会の会員として，
航空会社等に対し仙台空港のセールスを行う。

仙台空港
国際化利
用促進協
議会

仙台市

航空路就航都市での観光
キャンペーン

仙台市の観光ＰＲを行い，誘客推進を図る。 仙台空港国際化利用促進協議会の会員として，
各就航都市で仙台市の観光ＰＲを行う。

仙台空港
国際化利
用促進協
議会

仙台市

石巻新名物料理普及促進
事業

石巻地域の新しい名物料理に定着させる。 商品の開発研究・販売方策の検討や，地域内外
に広く紹介するためにイベント等を実施する。

県・商工
会議所

石巻市

おいしおがま「食べ歩
き」事業

食を通じて，「心とこころのふれあい」・「人
と街のふれあい」の中から，塩竈の魅力を再発
見し，同時に商店街の活性化を図る。

食べ歩きイベントの実施 塩釜市青
年四団体
連絡協議
会

塩竃市

気仙沼映画祭 気仙沼市が題材の映画を放映することにより全
国圏での観光客へのＰＲ及び観光客の誘客を図
る。

全国へのＰＲ 気仙沼市
コンベン
ション
ビューロ
協議会

気仙沼市

目黒のさんま祭 関東圏からの観光客誘客 観光ＰＲ活動 目黒のさ
んま祭気
仙沼実行
委員会

気仙沼市

●

蔵王山麓観光キャンペー
ン

蔵王の恵みを広く観光客に紹介し，地場産品の
販路拡大と観光客誘致・地域の活性化を目指し
開催する。

集客を見込める施設，街頭等に赴き，ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ
を配布する。

宮城蔵王
山麓観光
協議会
（１市３
町）

白石市

●

地域活性化イベント事業 本市の歴史的条件から生み出された地域文化や
食材等を活用したイベントを開催し，農・水・
商工業者が一体となって地域活性化を図る。

神社ｄｅバザール，活き粋“ゆりあげ”浜っ子
市の開催

名取市商
工会地区
活性化委
員会

名取市

阿武隈川いかだ下り大会
事業

阿武隈川の河川愛護と美化を呼び掛け参加の親
睦と観光の振興を図る。

仮装アイディア部門，タイムレース部門，自然
満喫部門ごとに参加者を募り，大会を実施す
る。

阿武隈川
いかだ下
り大会実
行委員会

角田市

宇宙っ子まつり事業 市内台山公園において宇宙関連のイベントを展
開しスペースタワー・コスモハウスのＰＲ活動
と観光の振興を図る。

実行委員会体制により各種イベントを企画・運
営する。

宇宙っ子
祭り実行
委員会

角田市

岩沼市観光写真コンクー
ル

岩沼市の紹介・宣伝 写真の募集と展示 岩沼市観
光物産協
会

岩沼市

ほろ酔いウォークラリー 飲食を通じての街の活性化 飲食ラリー 岩沼市観
光物産協
会

岩沼市

市民夏まつり 市民の交流 各種ブース・イベントの展開 運営委員
会

岩沼市

長沼はすまつり 蓮の咲く時期に，遊覧船を運航させ，観光客の
増進を図る。

遊覧船の運航 長沼はす
まつり実
行委員会

登米市

●

物産振興事業 市内の物産の紹介と販路の拡大 旬の市の開催 東松島市
物産振興
会

東松島市

わらじで歩こう七ヶ宿 健康増進及び観光振興 七ヶ宿街道約11ｋｍをわらじを履いて歩き，歴
史街道を旅する。

七ヶ宿町
観光協会

七ヶ宿町

雪だるまコンテスト 冬期観光客やスキー場への誘客を促進するとと
もに地域の連携と活性化を図る。

町民や団体が主体となり雪だるまや雪像を沿道
に作製し，冬期七ヶ宿を訪れる観光客やスキー
ヤーを歓迎する。

七ヶ宿町
観光協会

七ヶ宿町

農林業イベント開催 町内で生産されている農林産物の良さを知って
もらい，キノコや果樹，特産品などをＰＲしな
がら販売し都市住民との交流を図る。

春の幸祭り・秋の春祭りの開催 七ヶ宿町
森林組合

七ヶ宿町

小京都むらたフォトコン
テスト

村田町の紹介・宣伝 写真の募集と蔵の町並みの店蔵を利用しての展
示

村田町観
光物産協
会

村田町

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(民間等事業)
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事業名 事業の目的 事業内容・計画【全体】 取組主体
関係機関
等

長期的視
野の事業

観光振興対策事業 観光関係当事者と密接な連携をとり，観光事業
の発展，観光客の誘致を図るため観光宣伝の効
用に努め，観光開発の助長を促進し，併せて地
方文化の向上に資する。

わたりふるさと夏まつり・えんころ節全国大会
等の開催，海水浴場の開設，観光写真コンクー
ル・ファンクラブ事業の実施，機関紙の発行な
ど

亘理町観
光協会

亘理町

青空市 七ヶ浜町の産業を広く周知し，地域発展を図り
ながら町の活性化に寄与する。

町内の第1次産業及び商工業者が一同に会する
産業祭り

青空市実
行委員会

七ヶ浜町

●

七の市 地産地消をテーマに地元で採れた新鮮な野菜や
魚介などを安心・安全・安価で販売し，町内第
１次産業の活性化を図る。

毎月１回，朝市という形で開催し，旬の食材を
目的に添った形で提供する場を設ける。

七の市実
行委員会

七ヶ浜町

●

ボッケと収穫祭 地場産業の活性化並びに地場産品のＰＲ及び消
費拡大を図る。

町の特産「ボッケ」を始め，秋に収穫される地
場産品を販売する。

ボッケと
収穫祭実
行委員会

七ヶ浜町

●

まるごとフェアIN仙台 町のＰＲ及び地場産品の販路拡大 まるごとIN仙台への参加 観光物産
協会

大和町

まほろば夏まつり 町民相互の交流と親睦域づくりの活性化を図
る。

まつりの開催 まほろば
まつり実
行委員会

大和町

各種ＰＲイベントの開催 自然や地場産品などの町の資源を様々なイベン
トを通じて発信・ＰＲする。

・初午まつり火伏せの虎舞　・やくらい春まつ
り　・陶芸の里春まつり　・あゆの里まつり
・やくらいべごっこまつり　・加美町食の文化
祭　ほか

加美町及
び各種団
体（実行
委員会形
式）

加美町

●

おんべこ活性化推進協議
会事業

生産者と消費者，都市住民との交流により地域
活性化を図るとともに地域循環型の環境に優し
い地域づくりを構築する。

菜の花の栽培によるエコフラワー事業
産業まつり等イベント

おんべこ
活性化推
進協議会

美里町

こごた朝市 農産物の販売を通した生産者と消費者との交
流，及び地産地消の推進を図る。

５月から１０月の毎日曜日に物産市を開催 小牛田朝
市運営委
員会

美里町

鮭一本釣り事業 鮭一本釣り事業を通して，観光客の誘客を図
り，地域活性化と鮭ふ化・放流事業への理解を
深める。

鮭の一本釣り及び地場産品の販売 本吉町小
泉川鮭増
殖組合

本吉町

うにまつり 新鮮優良な魚介類・農産物及び加工品等を町内
外に宣伝ＰＲし，地場産業の振興及び地域の活
性化を目的とする。

農林水産物の販売 本吉町産
業振興公
社

本吉町

あわびまつり 新鮮優良な魚介類・農産物及び加工品等を町内
外に宣伝ＰＲし，地場産業の振興及び地域の活
性化を目的とする。

農林水産物の販売 本吉町産
業振興公
社

本吉町

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(民間等事業)

 



－ 75 － 

もてなす

事業名 事業の目的 事業内容・計画【全体】 取組主体
関係機関
等

長期的視
野の事業

小規模事業経営支援事業 商工会，商工会議所及び商工会連合会による経
営相談指導の強化

経営改善普及事業の実施（商工会等が行う経営
改善普及事業等への補助）

商工会，
商工会議
所，商工
会連合会

団体指導
検査課

水産物トップブランド形
成事業
（「市場発信型」ブラン
ド形成事業）

水産物のブランド化の構築と販路とシェアの拡
大，生産者サイドのマーケティング力の強化を
図り，本県水産物の一層の品質向上を促進す
る。

石巻魚市場に水揚げされるカツオのブランドの
確立，PR活動，販売促進

石巻水産
振興協議
会

石巻地方
振興事務
所

都市との交流 都市住民との交流を促進するとともに，体験・
宿泊を組み合わせた滞在型観光を推進すること
により，離島・半島地域の活性化を図る。

・長期滞在商品の企画・充実
・金華山を活用した自然体験交流
・離島半島地域の自然ＰＲ

牡鹿半島
癒しの旅
委員会

石巻地方
振興事務
所

石巻圏域誘客促進事業 観光施設等の連携の下，魅力的なサービスを提
供することにより，観光ＰＲと石巻圏域への誘
客を図る。

圏域の観光施設や農林水産関連直売所等が連携
した観光キャンペーン等の実施による魅力ある
石巻の発信と誘客の促進

実行委員
会

石巻地方
振興事務
所

石巻地域畜産ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 石巻地域の家畜改良意欲の高揚と飼養管理技術
向上・普及を図るとともに，消費者との交流に
よる畜産物の消費拡大に寄与する。

石巻地域総合畜産共進会の開催に合わせ，畜産
物展示ＰＲ，特売，抽選，食の安全・安心Ｐ
Ｒ，相談等を開催しながら消費者交流を開催

石巻地域
総合畜産
共進会実
行委員会

石巻地方
振興事務
所 ●

地域観光開発の推進 魅力ある観光地づくりを推進するため，学識経
験者等からの指導により，各種団体等と連携
し，観光客受入態勢づくりの強化に努める。

○観光客受入態勢づくりに対する支援（アドバ
イザーの派遣）
○人材育成の推進（観光関係者セミナーの開
催）
○地域イベント開発の推進

(社)宮城
県観光連
盟

観光課

ホスピタリティーの推進 魅力ある観光地づくりを推進するため，各種団
体等と連携し，おもてなしの推進を図り，観光
みやぎを推進する。

○講習会・研修会の開催
○アクセスポイントでのおもてなしの推進
○観光功労者の表彰

(社)宮城
県観光連
盟

観光課

共同事業の推進 各種団体等が実施する観光事業等と連携し効果
的な事業展開に努める。

○各種観光展等への参加
○県内広域圏事業への支援
○県外広域圏事業への支援
○観光客受入施設との共同事業

(社)宮城
県観光連
盟

観光課

企画専門委員会の開催 より良い事業の推進を図るため，観光関係者の
意見・要望を聴きながら重点事業等について協
議する。

地域及び各種業界で構成する企画専門委員会を
開催する。

(社)宮城
県観光連
盟

観光課

観光振興調査・整備 県内観光関連事業者等の基礎資料とするため，
宮城県等関係者の協力を得て観光資源及び事業
者の調査・整備に努める。

イベント＆観光・宿泊施設一覧の整備 (社)宮城
県観光連
盟

観光課

仙台まるごとパス運営支
援事業

仙台・松島・山寺をエリアとするＪＲ，バス，
地下鉄2日間フリー乗車券「仙台まるごとパ
ス」を発行，運用することにより，交通機関の
利便性向上と新たな交流人口の拡大を図る。

「仙台まるごとパス」の運営を行う仙台まるご
とパス運行協議会の調整，広報を行う。平成１
８年度末のアクセス鉄道開通，エリア対象への
組み入れを契機に今後も対象エリア拡大，サー
ビス充実，販売方法充実等を実施する。

仙台まる
ごとパス
運行協議
会

仙台市

ボランティア観光ガイド
研修会の開催

観光ガイドボランティアの育成 ボランティア観光ガイドの登録及び研修会の実
施

石巻観光
協会

石巻市

石巻かきブランド化事業 豊富で新鮮な水産資源である「石巻かき」を定
着させ，知名度向上や販路拡大を図る。

・｢石巻かき」に関する各種イベントの開催
・「石巻かき」を消費者に紹介するインター
ネットやパンフレット，ポスター等によるＰＲ
活動
・「石巻かき」の産直販売及び各種物産展など
への参加

石巻かき
ブランド
化事業委
員会

石巻市

塩竈市活性化回遊事業
（乗って，ぶらぶら輪）

塩竈市を訪れる観光客に歴史や文化など「楽し
いスポット」を発見してもらうこと，また，商
業活性及び振興を推進することを目的とする。

レンタサイクル貸出（トライク，セニアカー，
車いす）
しおなびｉショップとの連携
利用者アンケートの実施

塩竈市観
光物産協
会

塩竃市

しおなびiショップ 市内の商店に協力していただき，ミニ観光案内
所として塩竈を訪れた観光客へのおもてなしを
行う。

観光案内
パンフレットの配布

塩釜市青
年四団体
連絡協議
会

塩竃市

しほがま観光ボランティ
アガイド育成事業

観光ガイドの養成及びサークルの設立支援を行
う。

観光ガイドの養成及びサークルの設立支援を行
う。

ＮＰＯみ
なとしほ
がま

塩竃市

受入れ態勢整備推進事業 ＪＲ等を利用して訪れる観光客に利便向上を図
る。

歩いて楽しめる観光地づくり 気仙沼市
観光受入
れ態勢整
備推進協
議会

気仙沼市

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(民間等事業)
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観光まちづくり推進講座 近年の旅行形態の変化に対応するため若年，女
性中心の講座を開設し，誘客を図る。

課題の検証とノウハウを学ぶ。 気仙沼市
観光協
会・県観
光連盟

気仙沼市

●

ボランティア観光ガイド
研修会の開催

観光ボランティアガイドの育成 ガイドの登録及び，研修会の実施 観光ボラ
ンティア
ガイド気
仙沼

気仙沼市

●

菜の花景観整備事業 阿武隈川右岸の菜の花畑について良好な管理を
行い，観光客の誘致を図る。

管理委託による菜の花畑の管理 地元青年
会（角田
市）

角田市

市民観光講座の開催 観光ボランティアガイドの育成研修会及び登録 観光ボランティアガイドの育成研修会及び登録 多賀城市
観光協会

多賀城市

タクシー乗務員観光案内
研修

タクシー事業者の観光客受入体制の充実を図
る。

タクシー乗務員を対象とした観光案内研修会の
開催

多賀城市
観光協会

多賀城市

地元食材を活用した商品
開発

地元食材を活用した商品を開発することによ
り，地域の観光関係者の意識の高揚を図る。

食をテーマにした観光セミナーの開催 多賀城市
観光協会

多賀城市

観光案内所運営 観光案内所を運営し，イベントの開催，観光情
報等の発信を行う。

観光案内所を運営し，イベントの開催，観光情
報等の発信を行う。

多賀城市
観光協会

多賀城市

グリーンツーリズムの推
進

農業や加工の体験を通して都市住民との交流を
図り，新たな観光客の確保と産業の活性化を図
る。

農業体験イベントの開催（中学生のファームス
テイ等），県内外への広報活動

登米市グ
リーン・
ツーリズ
ム推進協
議会

登米市

観光ガイド研修事業 観光ガイドの育成 観光ガイドの募集・登録
観光ガイドの手引きの作成
ガイド研修等

登米市観
光物産協
会

登米市

●

登米型森林セラピー事業 林業の体験を通して都市住民との交流及び新た
な観光客の確保と産業の活性化を図る。

近隣の都市部や遠隔地からの来訪者の滞在が可
能な施設の整備等

登米町森
林組合

登米市

●

体験観光事業 漁業や農業を活用した体験観光の確立により観
光客の誘客を図る。

漁業体験，農業体験，縄文体験などの実施 奥松島体
験ﾈｯﾄﾜｰｸ

東松島市

みやぎｸﾞﾘｰﾝ・ﾂｰﾘｽﾞﾑﾓﾃﾞ
ﾙ構築支援事業

農業・農村の活性化を図るため，都市住民との
交流や農業体験などの活動を実践し，ひいて
は，農業の振興，地域の活性化を図る。

農業体験イベントの開催，県内外への広報活動 蔵王山麓
Ｇ・Ｔ交
流会

蔵王町

おもてなし講習会事業 観光客への接遇マナー等の向上のため，研修会
を開催する。

観光客受入研修会を開催する。 村田町観
光物産協
会

村田町

やまゆり特派員設置事業 丸森の良さ，改善点等の意見や企画提案，広報
宣伝協力をしてもらい，観光振興につなげる。

町外在住女性の募集を募り，丸森の観光に対す
る意見やアイディアを提案してもらったり，イ
ベントへの参加協力，勉強会への参加等

(財）阿武
隈ライン
保勝会

丸森町

山元町デザインワーク
ショップﾟ事業

住民と町職員で構成する山元町ワーキング委員
会を組織し，地場産品と日々の暮らしの中から
生み出されたすべての産品の販路拡大を図ると
ともに，町内に埋もれている人材を積極的に発
掘することにより，地域資源と住民生活が融合
した町づくりを推進する。

春と秋の年２回，『ふれあい市』を開催し，本
町特産の「いちご」,「りんご」を中心とした
地場産品のＰＲ及び直売を行うとともに，町内
で活動する芸能団体に披露する場を提供し，町
内の隠れた人材の発掘を行う。

山元町
ワーキン
グ委員会

山元町

●

物産開発研究事業 地元の食材を活用した商品を開発することによ
りブランド化を図る。

商品デザイン・物産品の開発と地場産品を宣伝
PRし販売促進を行う。

大郷町物
産開発研
究会

大郷町

グリーンツーリズムの推
進

農業や加工の体験を通して都市住民との交流を
図り，新たな観光客の確保と産業の活性化を図
る。

農作業・加工体験教室の実施 大郷町物
産開発研
究会

大郷町

グリーンツーリズムの推
進

農業や加工の体験を通して都市住民との交流を
図り，新たな観光客の確保と産業の活性化を図
る。

農作業・加工体験教室の企画立案及び実施 おおさと
食と農の
大学校

大郷町

ホタルのページェント 蛍が鑑賞できる環境づくり ほたるが鑑賞できるように会場まで輸送し，遊
歩道に灯ろうを設置している。ほたるガイド員
の設置している。

まちおこ
し協議会

大郷町

都市農山村交流事業 加美町の基幹産業である「農」を通じ，継続的
な農山村交流を実施し地域の活性化を図る。

・体験実践支援事業（中学校の農作業体験受
入・・３校，延べ１，０００人）・都市交流拡
大事業（やくらいの里まつり開催，仙台松凌）

加美町グ
リーン
ツーリズ
ム推進会
議

加美町

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(民間等事業)
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もてなす

事業名 事業の目的 事業内容・計画【全体】 取組主体
関係機関
等

長期的視
野の事業

ボランティア観光ガイド
員事業

観光ガイドボランティアの育成 ボランティア観光ガイド員の研修会及びガイド
案内

涌谷町観
光物産協
会

涌谷町

●

民間直売所の開設 地域の生きがい対策及び地産地消を目的とす
る。

農産物の販売 任意団体 本吉町

アワビ稚貝放流 アワビ資源の増大を図り，資源管理型漁業の推
進をするとともに，町内で開催されるイベント
等で販売をし地域のブランド化を図る。

アワビ稚貝放流 大谷本吉
漁業協同
組合

本吉町

岩がきブランド化推進事
業

本吉産天然岩ガキを町内外にＰＲすることによ
り，ブランド化を図る。

町内外に宣伝ＰＲ・販売促進をし，岩ガキのブ
ランド化を図る。

大谷本吉
漁業協同
組合

本吉町

気仙沼・本吉地域地場産
業振興協議会

地元の食材を活用した商品を開発することによ
り地域のブランド化を図る。

専門家による商品デザイン・物産品の開発 気仙沼・
本吉地域
地場産業
振興協議
会

本吉町

あおぞら給食事業 地元の食材を学校給食に提供することにより地
元で栽培される作物を学ぶ。

食材の提供 南三陸農
業協同組
合

本吉町

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(民間等事業)
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ととのえる

事業名 事業の目的 事業内容・計画【全体】 取組主体
関係機関
等

長期的視
野の事業

そば・すし交流事業 山形のそば，塩竈のすしを中心に観光連携を強
化する。

そば・すしのイベント実施
物産の交流

塩竈市・
みやぎ寿
司海道塩
竈地域推
進協議
会・観光
物産協会

塩竃市

宮城県陸中海岸国立公園
開発推進協議会

陸中海岸国立公園内地域の自然保護と環境浄化
を図る。

国立公園の清掃美化事業，観光客の環境美化啓
発

宮城県陸
中海岸国
立公園開
発推進協
議会

気仙沼市

広域連携事業 国道１１３号に接する宮城・山形県の各市町と
の連携を強め，各地域の魅力を全国に発信し，
交流人口の拡大を図る。

ＪＲ等エージェントとの協力を図り，交流人口
拡大のための旅行商品開発及び地域のＰＲ事業
を行う。

国道１１
３号観光
推進協議
会（２市
２町）

白石市

歴史と伝統の里「風流街
道」推進事業

広域観光の推進及び観光客の利便性を図る。 「新幹線古川駅総合観光案内所運営協議会」の
構成市町（２市１町）による広域観光の推進並
びに観光客の利便性を図る。

構成市町
（２市１
町：大崎
市・秋田
県湯沢
市・山形
県最上
町）

大崎市

国道113号（二市二町）
観光推進協議会

「みちのくおとぎ」のイメージアップを図るた
めスタンプラリーや広告媒体（インターネッ
ト・旅行雑誌等）を活用した宣伝活動を行うと
ともに，首都圏，仙台圏を中心とした誘客実施
のため，ＪＲ企画等と協力して観光誘客活動を
行う。

スタンプラリー・広告媒体を活用した宣伝活
動・ＪＲ東日本と共同企画を行い観光客誘致を
実施

国道113号
（二市二
町）観光
推進協議
会

七ヶ宿町

みやぎ観光戦略プラン策定期間内に取り組む主な事業(民間等事業)
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